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●固定資産税・都市計画税（第３期）�
●国民健康保険料（第５期）　●介護保険料（第５期）�

本日１１月１日�午後６時１０分からのＮＨＫ「首都圏ネットワーク」で流山市の行財政改革や子育て支援への取り組みが
紹介される予定です（変更の場合もありますのでご了承ください）。ぜひ、ご覧ください。
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会
社
人
か
ら
地
域
人
へ
―
。こ
れ
か
ら
、団
塊
の
世
代
の

方
々
が
一
斉
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
本
市
で
も
大
勢
の
方

々
が
地
域
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
市
内

で
は
、
環
境
や
景
観
の
保
全
、子
育
て
や
介
護
の
支
援
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
防
災
・
防
犯
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
自
主
的
な
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、こ
う
し
た
団
体
と
、こ
れ
ま
で
企
業
等
で
活
躍
さ

れ
豊
富
な
経
験
と
広
い
識
見
を
お
持
ち
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー

を
考
え
て
い
る
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、
こ
と
し
２
回

目
の「
協
働
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　NPO法人流山おやこ劇場による市民活動団体公益事業「子育て応
援者養成講座」が１０月２２日から生涯学習センターで始まりました

　ロボットの格闘技ロボットの格闘技

協働まちづくり
フォーラム

地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

�

と
の
交
流
会
に
参
加
を

Ｎ　
Ｐ　
Ｏ

　

市
民
活
動
団
体

　

市
で
は
、
ま
ち
ネ
ッ
ト

流
山
（
伊
勢
良
一
代
表
）

と
の
共
催
で
、「
２
０
０
６

協
働
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム　

パ
ー
ト
Ⅱ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

「
団
塊
の
世
代
の
方
々

の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
分
自
身

の
感
触
で
市
民
活
動
を
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
行

う
も
の
で
す
。

　

現
在
、
多
種
多
様
な
分

野
で
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
団

体
は
、
今
後
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
原
動
力
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
等
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
、
ま
も
な
く
定
年

退
職
さ
れ
る
団
塊
の
世
代

の
方
々
や
、
子
育
て
に
手

が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
主

婦
の
方
な
ど
の
皆
さ
ん
、

こ
う
し
た
市
民
活
動
や
地

域
活
動
に
参
加
し
、「
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
た
い
」、 

「
地
域
貢
献
が
し
た
い
」、

「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
地
域

で
豊
か
に
」
な
ど
の
思
い

を
実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、「
あ
な
た
も
今
日
か

ら
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
と
題

し
た
基
調
講
演
や
、
市
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活

動
団
体
と
の
交
流
会
を
行

い
ま
す
。
市
民
活
動
を
理

解
し
、
自
分
を
活
か
せ
る

活
動
の
場
を
見
つ
け
に
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１８

　

時
〜　

時
※
受
け
付
け

１３

１７

は　

時
〜
▽
場
所
＝
生
涯

１２
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝

２
０
０
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
※
懇
親
会

参
加
は
５
０
０
円

　

【
内
容
】

　

①
基
調
講
演

　

▽
時
間
＝　

時
〜
▽
テ

１３

ー
マ
＝
「
あ
な
た
も
今
日

か
ら
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
▽

講
師
＝
萩
原
な
つ
子
さ
ん

（
立
教
大
学
社
会
学
部
助

教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
常
務
）

　

②
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
交

流
会

　

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民

活
動
団
体　

団
体
が
参

４０

加
。
実
際
に
活
動
し
て
い

る
方
々
と
直
接
話
を
し
た

り
質
問
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

▽
時
間
＝　

時　

分
〜

１４

２０

　

③
懇
親
会
（
ま
ち
ネ
ッ

ト
流
山
主
催
）

　

▽
時
間
＝　

時　

分
〜

１５

５０

▽
参
加
費
＝
５
０
０
円
※

ア
ル
コ
ー
ル
類
も
用
意
し

ま
す
の
で
飲
酒
さ
れ
る
方

は
車
で
の
来
場
は
お
控
え

く
だ
さ
い

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

k
o
m
y
u
n
iti@
city
.

（ 
 
 
 
 
 
    
    
 

n
a
g
a
re
y
a
m
a
.ch
ib
a

 
 
 
 
  
 
 
 
 
   
  
 

.jp

   

）
で
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
へ
※
定
員
に
満
た

な
い
場
合
、
当
日
の
参
加

も
可

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

み
ん
な
で
語
ろ
う
明
日
の
流
山

市
内
４
会
場
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
長

と
直
接
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
、
市
内
４
会
場
で

開
催
し
ま
す（
別
表
参
照
）。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
貢
献

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
貢
献

２
人
と
２
団
体
が
受
賞
の
栄
に

２
人
と
２
団
体
が
受
賞
の
栄
に

　

明
る
い
地
域
社
会
の
創

造
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労

者
表
彰
」
の
表
彰
式
が　
１０

月　

日
、
市
役
所
で
行
わ

１９
れ
、
井
崎
市
長
か
ら
受
賞

者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
２
人
の
市
民

と
２
団
体
が
受
賞
の
栄
に

輝
き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。　

〈
敬
称
略
〉

　

【
教
育
・
文
化
の
向
上
】

　

▽
青
木
更
吉
▽
流
山
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
栞
」

　

【
地
域
社
会
作
り
へ
の

貢
献
】

　

▽
�
山
�

　

【
寄
付
】

　

▽
東
急
団
地
・
小
田
急

団
地
老
人
ク
ラ
ブ
「
あ
じ

さ
い
会
」

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

　

「
第　

回
流
山
市
民
ま

２８

つ
り
」
が　

月
３
日
、
市

１１

制
施
行　

周
年
を
記
念
し

４０

て
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
東
口
周
辺
な
ど
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
ま
つ
り
、

市
民
健
康
ま
つ
り
と
流
山

産
業
博
も
同
時
開
催
と
な

り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

【
日
時
】

　
　

月
３
日
�
９
時
〜　

１１

１６

時
※
雨
天
決
行

　

【
会
場
と
主
な
内
容
】

　

◎
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
東
口
周
辺
…
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
（
轟
轟
戦
隊

ボ
ウ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）、青
空

市
、
姉
妹
・
友
好
都
市
物

産
展
な
ど

　

◎
総
合
運
動
公
園
（
体

育
館
含
む
）
…
市
民
健
康

ま
つ
り
、
農
業
共
進
会
、

陶
芸
展
な
ど

　

◎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
芝
生
ひ
ろ
ば
）
…
福
祉

ま
つ
り
、
行
政
関
連
コ
ー

ナ
ー
、
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば 

（
ふ
わ
ふ
わ
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
）

　

◎
Ｓ
Ｌ
ひ
ろ
ば
…
カ
ン

ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ダ
ン
ス
な
ど

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

� 　流山市民まつり

物産展や青空市
轟   轟
ごー ごー

    戦  隊 ボウケンジャーも
せん たい

やってくる！

１１
3

　

市
民
と
地
元
商
工
業
者

の
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
流

山
産
業
博
」
が
、
こ
と
し

も
市
民
ま
つ
り
と
同
じ　
１１

月
３
日
�（
９
時
〜　

時
）

１６

に
総
合
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

各
社
自
慢
の
商
品
や
製

品
の
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ

ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
ほ
か
、
今
回
は
、
２
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
格
闘
技

と
し
て
話
題
沸
騰
の
「
Ｒ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｇ
Ｐ
」

も
行
わ
れ
ま
す
。

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

� 　流山産業博2006

自慢の製品を展示・販売
ROBO-ONE GPも開催

１１
3

タウンミーティング日程表
会　場時　間期　日

初石公民館１０時～１２時
１１月１９日�

向小金福祉会館１４時～１６時

南流山福祉会館１０時～１２時
１１月２３日�

東深井福祉会館１４時～１６時

※開場はそれぞれ３０分前となります
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来
春
入
所（
園
）の
乳
幼
児
を
募
集

公
・
私
立
と
も　

月
8
日
ま
で
受
け
付
け

１２

　

来
春
か
ら
公
立
保
育
所

と
私
立
保
育
園
に
入
所

（
園
）
を
希
望
す
る
乳
幼

児
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
書
の
配
布
は
、　
１１

月
１
日
か
ら
市
役
所
保
育

課
や
市
内
の
保
育
所（
園
）

で
行
い
、
申
し
込
み
は　
１１

月　

日
か
ら　

月
８
日
ま

１５

１２

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
通
っ
て
い

る
保
育
所
（
園
）
に
継
続

し
て
通
う
場
合
も
、
受
付

期
間
内
に
、
現
在
通
っ
て

い
る
保
育
所（
園
）に
「
保

育
所
（
園
）
状
況
調
査
票
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
育
所
（
園
）

の
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、

「
保
育
所
（
園
）
状
況
調

査
票
」
に
そ
の
旨
を
記
入

し
、「
保
育
所
入
所
申
込

書
」
を
添
え
て
、
現
在
通

っ
て
い
る
保
育
所
（
園
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
募
集
要
領
】

　

▽
入
所
の
条
件
＝
①
保

護
者
が
昼
間
、
居
宅
内
外

で
働
い
て
い
る
②
保
護
者

が
出
産
ま
た
は
病
気
③
家

庭
内
に
長
期
に
わ
た
る
病

人
や
障
害
者
が
同
居
し
、

保
護
者
が
看
病
し
て
い
る

④
災
害
を
受
け
、
復
旧
に

当
た
っ
て
い
る
⑤
前
記
①

〜
④
に
相
当
す
る
と
認
め

ら
れ
る
状
態
な
ど
、
保
育

が
困
難
な
状
態
に
あ
る
家

庭
▽
申
込
書
の
配
布
＝　
１１

月
１
日
か
ら
市
役
所
保
育

　
　

月　

日
、
長
崎
保
育

１０

１９

所
（
弓
削
敏
恵
所
長
）
に

か
わ
い
い
動
物
た
ち
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

長
崎
保
育
所
の
保
護
者
会

が
、
生
命
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
も
ら
お
う
と
主
催

し
た
も
の
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、ヒ
ヨ
コ
や
ウ
サ
ギ
、

ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
な
ど
た
く

さ
ん
の
生
き
も
の
と
の
ふ

れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。

課
か
市
内
の
保
育
所（
園
）

で
▽
受
付
期
間
／
場
所
＝

　

月　

日
�
〜　

月
８
日

１１

１５

１２

�
／
保
育
課
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）、各
保
育
所

・
保
育
園
（
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
対
象
年
齢
＝

０
歳
〜
５
歳（
０
歳
児
は
、

公
立
保
育
所
は
生
後
６
カ

月
経
過
後
、
私
立
保
育
園

は
産
休
明
け
か
ら
）
※
美

田
保
育
所
は
４
歳
児
か
ら

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４
／
各
保
育
所

・
保
育
園
（
別
表
参
照
）

　

流
山
市
自
治
基
本
条
例

策
定
市
民
協
議
会
で
は
、

自
治
基
本
条
例
の
原
案
作

成
に
向
け
、
流
山
市
と
協

定
を
締
結
し
、
具
体
的
な

原
案
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、

協
議
会
の
方
々
が
地
域
へ

出
向
い
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
案
を
練
り
上
げ

る
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ

ル
ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｉ
）
と

い
う
手
法
を
用
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、　

回
の

４３

Ｐ
Ｉ
に
よ
る
対
話
集
会
を

開
催
し
、
延
べ
約
１
５
０

０
人
の
方
と
意
見
交
換
を

し
て
き
ま
し
た
。

�
　

同
協
議
会
で
は
、　

月
１１

　

日
に
市
民
参
加
型
の
フ

２５ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
自
治
基
本
条
例

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

の
原
案
の
作
成
状
況
の
報

告
や
、
地
方
自
治
総
合
研

究
所
の
辻
山
幸
宣
さ
ん
の

講
演
、
小
・
中
学
生
に
よ

る
「
こ
ん
な
流
山
に
し
た

い
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
優

秀
賞
の
朗
読
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２５

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１３セ
ン
タ
ー
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

�
　

自
治
基
本
条
例
に
関
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

意
見
募
集

意
見
は
、
郵
送
（
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
企
画
政
策
課
宛
）
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
す
べ
て
市
民
協

議
会
で
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
検
討
結
果
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し

ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４
／
�
７

１
５
０
―
０
１
１
１

市
民
参
加
型
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

月　

日
南
流
山
セ
ン
タ
ー
で

１１

２５

自治基本条例

　

月
は
国
保
月
間

１１

納
付
困
難
な
方
は
ご
相
談
を

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病

気
や
け
が
に
備
え
て
加
入

者
が
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に

応
じ
て
保
険
料
を
出
し
合

い
、
そ
こ
か
ら
医
療
費
を

支
出
す
る
相
互
扶
助
制
度

で
す
。

　

現
在
、
本
市
の
国
民
健

康
保
険
に
は
、
８
月
末
時

点
で
５
万
３
４
５
７
人
の

方
が
加
入
、
加
入
率
は　
３４

・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
入

世
帯
は
２
万
８
４
６
２
世

帯
で
、
加
入
率
は　

・
１

４８

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
の
医
療
の
確
保

と
健
康
の
維
持
・
増
進
の

た
め
、
療
養
給
付
や
高
額

療
養
費
の
支
給
を
は
じ
め
、

老
人
保
健
事
業
や
介
護
保

険
事
業
の
負
担
金
の
納
付

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の

保
険
料
と
国
県
支
出
金
な

ど
を
財
源
に
、
独
立
採
算

で
運
営
す
る
こ
と
が
原
則

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
医

療
費
の
増
大
に
よ
り
大
変

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
、

必
要
な
医
療
を
安
定
し
て

給
付
し
て
い
く
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
保
険
料
の
納
付

が
不
可
欠
で
す
。
保
険
料

の
納
付
が
滞
っ
て
い
る
方

は
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
等
の
諸
事

情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な

方
は
、
納
付
相
談
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

【
納
付
相
談
】

=

　

▽
相
談
日 

月
〜
金
曜

８
時　

分
〜　

時（
祝
日
、

３０

１７

年
末
年
始
を
除
く
）
▽
場

所
＝
国
保
年
金
課

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

高校統合による校名募集　
　流山中央高校と流山東高校は、平成２０年４月１日に統合
し、校舎は現在の流山中央高校を使用します。これに伴う
新高校の校名を募集します。
　▽応募締め切り＝１２月１日�まで▽応募方法＝任意様式
に新校名を記入の上、流山中央高校または流山東高校に持参
※郵送、ファックス、各高校のホームページからの応募も可

　□問 流山中央高校�７１５４－３５５１／流山東高校�
７１４３－１６１０

平成１８年分年末調整等説明会平成１８年分年末調整等説明会
事務手続きや法定調書の書き方など事務手続きや法定調書の書き方など　

　事業所等の源泉徴収義務者を対象に、年

末調整の事務手続きや法定調書の提出につ

いて説明会を開催します。年末調整は、給

与所得者が１年間に源泉徴収された所得税

を精算する大切な手続きです。

　▽期日／場所＝①１１月９日�／南流山セ

ンター②１１月１４日�／鎌ケ谷市総合福祉保

健センター（鎌ケ谷市）③１１月１６日�松戸市

民会館（松戸市）▽時間＝１３時３０分～１６時

※会場へは公共交通機関をご利用ください

　□問 松戸税務署�０４７－３６３－１１７１

国民年金保険料控除証明書　国民年金保険料控除証明書
税申告の際に添付が必要です税申告の際に添付が必要です　　

　国民年金保険料を社会保険料控除として申告

する場合に、１年間に納付した国民年金保険料

の額を証明した「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」等の添付や提示が義務付けられて

います。

　この控除証明書（ハガキ）は、１１月上旬に社

会保険庁から送付されます。

　年末調整や確定申告の手続きの際は、この控

除証明書や領収証書が必要となりますので大切

に保管してください。※詳細は問い合わせを

　□問 控除証明書専門ダイヤル（コールセンター）

�０５７０－００－９９１１

保育所（園）一覧
�７１５２―０９２１中野久木３７３中野久木保育所

公
立
保
育
所

�７１５８―１４２４平和台２－６－３平和台保育所
�７１５２―０６１１江戸川台東３－５江戸川台保育所
�７１５２―７１０６美田６９－４２０美田保育所
�７１４４―１２２８名都借２８９名都借保育所
�７１４４―７８８６長崎２－５６１長崎保育所
�７１７４―５２１７向小金３－１０２－１向小金保育所
�７１５４―６０２５東深井１７７－２東深井保育所
�７１５８―５５００南流山７－５－１なかよし保育園

私
立
保
育
園

�７１５４―２４４８十太夫９９－４小山保育園
�７１５２―０５０４駒木台１１８－１八木北保育園
�７１４５―４３１２名都借４６４松の実保育園
�７１５９―７４７３西平井５８８西平井保育園
�７１５９―２７００大畔１９８かやの木保育園
�７１５９―２９５４宮園２－８－１５みやぞの保育園
�７１５０―２６５４加４－１２流山わらしこ保育園
�７１５９―３４０１南流山２－２９－４南流山聖華保育園

まちづくり達成度
調査にご協力を　

　市では、現在実施している事業がど
のくらい成果を上げているのかを知る
ために、行政評価システムを活用して
おり、今回、その成果を把握するため
アンケート調査を行います。対象とな
られた方は、ご協力をお願いします。
　▽調査対象＝２０歳以上の市民３,０００人
（無作為抽出）▽調査方法＝郵送した調
査用紙に必要事項を記入し、同封の返信
用封筒で返送▽調査期間＝１１月１日～
１９日
　□問 行政改革推進課�７１５０－
６０７８

住所、ファックス、ホームページアドレス応募先

〒２７０－０１２２流山市大畔２７５－５
�　７１５５－６９９１
http://www.chiba-c.ed.jp/nc-h/

流山中央高
校

〒２７０－０１４５流山市名都借１４０
�　７１４３－２８６２
http://www.chiba-c.ed.jp/nagareyamahigashi-h/

流山東高校
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第１１２５号（　）　　　平成１８年１１月１日（水曜日）３

　リサイクルプラザ・プラザ館は、平成１９年２月１１日�は電気設備点検のため臨時休館となります。施設予約システム
を利用してのこの日の予約もできませんのでご注意ください。□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

　

こ
と
し
も
自
治
会
の
協

力
の
も
と
、
地
域
の
一
日

清
掃
「
秋
季
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
」
が
今
月　

日
を
中
心

１２

に
展
開
さ
れ
ま
す
。
清
掃

は
自
治
会
単
位
で
、
道
路

お
よ
び
周
辺
の
空
き
地
な

ど
の
散
乱
ご
み
の
収
集
を

中
心
に
行
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
当
日

は
次
の
と
お
り
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

①
家
庭
ご
み
の
持
ち
出

し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

②
市
が
配
布
す
る
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
専
用
の
袋
を
使

用
し
て
、
別
表
の
と
お
り

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
危

険
ご
み
、
排
土
用
の
袋
は

配
布
し
ま
せ
ん
の
で
、
参

加
者
は
レ
ジ
袋
と
マ
ジ
ッ

ク
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
ご
み
は
、
自
治
会
ご

と
の
臨
時
集
積
場
所
に
集

め
て
く
だ
さ
い
。

　

④
ご
み
の
回
収
は
当
日

の
昼
か
ら
、
粗
大
ご
み
・

危
険
ご
み
・
排
土
の
回
収

は
翌
日
以
降
に
行
い
ま
す
。

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

秋季ゴミゼロ
運動

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

今
月　

日
を
中
心
に
自
治
会
単
位
で

１２

　まちの美化にご協力を

犯
罪
行
為
で
す
。
不
法
投

棄
を
な
く
す
た
め
一
人
ひ

と
り
の
不
法
投
棄
を
「
許

さ
な
い
」、「
し
な
い
」、「
さ

せ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
大
切
で
す
。
不
法
投
棄

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
地
を
貸
す
場
合
…
①

安
易
に
土
地
を
貸
す
と
、

産
業
廃
棄
物
を
不
法
に
堆

積
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
②
土
地
を
貸
す
と
き 

は
、
賃
貸
借
契
約
書
に
使

用
目
的
な
ど
を
明
記
し
、

も
し
産
業
廃
棄
物
が
持
ち

込
ま
れ
た
と
き
は
、
直
ち

に
止
め
さ
せ
、
契
約
を
解

除
し
ま
し
ょ
う
。
土
地
を

お
持
ち
の
方
は
…
不
法
投

棄
さ
れ
や
す
い
場
所
に
は
、

侵
入
防
止
柵
や
杭
、
不
法

投
棄
防
止
の
立
て
看
板
な

ど
を
設
置
し
、
定
期
的
に

見
回
る
な
ど
適
切
な
土
地

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

野
外
焼
却
は
禁
止
で
す

許
さ
な
い
！
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！

産
業
廃
棄
物
と
ご
み
の
不
法
投
棄

　

不
法
投
棄
は
、
環
境
を

破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、

わ
た
し
た
ち
の
健
康
を
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
悪
質
な

　

ご
み
は
そ
の
種
類
に
か

か
わ
ら
ず
、
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野

外
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る

大
気
汚
染
の
原
因
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
場
合

は
、
家
庭
ご
み
は
正
し
く

分
別
し
て
ご
み
集
積
場
に
、

事
業
系
ご
み
は
許
可
業
者

に
委
託
す
る
な
ど
し
て
、

野
外
焼
却
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

県
地
域
環
境
保
全
課

�
０
４
７
―
３
６
１
―
２

１
１
９
／
市
環
境
保
全
課

�
７
１
５
０
―
６
０
８
３

な
く
そ
う
女
性
へ
の
暴
力

各
種
講
座
や
相
談
窓
口
な
ど

　
　

月　

日
か
ら　

日
は
、

１１

１２

２５

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

　

市
や
県
な
ど
で
は
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
各

種
講
座
や
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
等
の
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�
　

千
葉
県
女
性
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
所
長
を
講
師
に
、

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
〜
相
談
窓
口
の

現
場
か
ら
」
を
テ
ー
マ
と

男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
講
座

し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
ケ

１０

１２

ア
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／　

人
▽
参
加

４０

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
へ
※
２
歳
〜

就
学
前
児
の
一
時
保
育

（
要
予
約
）
あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�
　

千
葉
県
弁
護
士
会
主
催

男
女
共
同
参
画
社
会

を
め
ざ
す
集
い

の
集
い
が
千
葉
市
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２５

　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

３０

（　

時
開
場
）
▽
場
所
＝

１３
ペ
リ
エ
ホ
ー
ル
（
千
葉
市

中
央
区
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
内
容
＝
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
や
、

男
女
共
同
参
画
コ
ン
ト
な

ど
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ
※
手
話
通
訳
・

一
時
保
育（
要
予
約
）あ
り

　

□問
 

清
田
法
律
事
務
所
�

０
４
３
―
４
８
６
―
０
７

１
２
／
千
葉
中
央
法
律
事

務
所
�
０
４
３
―
２
２
５

―
４
５
６
７

高年齢者等雇用促進奨励金を支給　

　市では、高年齢者や障害を持つ方が働ける職

場が増えるよう、高年齢者等を雇用する市内事

業主に対し奨励金を支給しています。

　▽支給対象＝特定求職者雇用開発助成金の受

給資格があり、ハローワークの紹介を受けた市

内に居住する60歳以上65歳未満の高年齢者また

は障害を持つ方を継続して雇用している市内事

業主※市税等の未納がないこと▽支給期間＝雇

用後１年を経過した日から１年間▽支給額＝各

月の賃金の30パーセント（月限度額１5,000円）

▽対象期間＝平成18年１月１日～12月31日分▽

申請期限＝平成19年２月末日までに申請※申請

方法等、詳細は問い合わせを

　□問 商工課�７１５０―６０８５

１１月は「動物による危害防止対策強化月間」
動物は愛情と責任をもって正しく飼いましょう　

　①犬には、鑑札と狂犬病予防注射済票を付け

ましょう②不妊、去勢手術などの措置を講じ、

動物がみだりに繁殖しないようにしましょう③

公の場所や他人の敷地内に排せつをさせるよう

な迷惑行為はやめましょう④ワニ、ヘビ、サル

など危険な動物を飼う場合には、保健所長の許

可が必要です⑤飼っていた動物を手放すことは、

動物が不幸になるばかりか、人に危害を加えた

り、自然への影響を与えるのでやめましょう

　□問 柏健康福祉センター�７１６７－１２５５

市有地を売却します
個人・法人を問いません　

　市では、市有地１５物件を一般競争入札で売却
します（別表参照）。
　入札参加者は、市内外の個人・法人を問いま
せん（ある一定条件に該当する方は、参加でき
ないこともあります）。詳細は、市ホームページ
をご覧ください。
　▽入札参加申し込み期間／場所＝１１月７日�
まで（土・日曜、祝日を除く）９時～１７時／管
財課※直接持参または郵送で▽入札日／場所＝
１１月１５日�／市役所３階会議室
　□問 管財課�７１５０―６０６９

流山セントラルパーク駅東口駅前広場
都市計画道路中駒木線の一部

１１月６日から通行可能に　
　流山セントラルパーク駅東口駅前広場と生涯
学習センター前から県道柏流山線を結ぶ都市計
画道路中駒木線の一部が、１１月６日�１３時３０分
から通行可能になります（別図参照）。通行に当
たっては、現地の案内看板等により通行してく
ださい。
　□問 まちづくり推進課�７１５０－６０９０

ごみ分別表
備　　　考ごみの種類ごみの区分

木の枝、紙くず、布類など燃やすごみ①
袋にマジックで　� 　と記入プラ容器包装プラスチックなどプラスチック類②
袋にマジックで○ペ と記入ペットボトル製品ペットボトル③

袋にマジックで○× と記入ガラス・革・ゴム製品など燃やさないごみ④
びん類、缶類、ダンボール等資源ごみ⑤

袋にマジックで○キ と記入スプレー缶、ライター、刃物
類等有害・危険ごみ⑥

排土排　　土⑦
※⑥有害・危険ごみの袋は配布しません

ひとりで悩まずお電話を
各種相談を実施　

　ちば県民共生センターでは、配偶者からの暴力
にお悩みの方を対象に、電話相談のほか面接相談
やカウンセリングなど各種相談を行っています。
まずは、電話でご相談ください。

女性のための総合相談と電話予約
�７１４０－８６０５

　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

［相談日］
火曜　　　９：３０～２０：００

電話相談
水～日曜　９：３０～１６：００
火～日曜　９：３０～１６：００面接相談（要予約）
水・土曜　１０：００～１６：００カウンセリング（要予約）
第４木曜　１３：００～１６：００法律相談（要予約）
第３火曜　１３：００～１６：００こころの相談（要予約）

※相談の場所はすべて東葛飾センター（柏市）です

全国一斉「女性の人権ホットライン」の
電話相談　

　配偶者による暴力やセクハラ、ストーカー等の
女性をめぐる各種人権問題について、人権擁護委
員が「女性の人権ホットライン」を通じて相談に
応じます。
　▽期間＝１１月１３日�～１９日�▽時間＝８時３０分
～１９時３０分（１８日、１９日は１０時～１７時）

女性の人権ホットライン
�０５７０－０７０－８１０

　□問 千葉県人権擁護委員連合会事務局�０４３－
２４７－３５５５

新たに�
通行可能な区間�

流山セントラル�
パーク駅�

 ● 生涯学習�
　センター�

 ● 市総合運動�
　公園�

至南流山駅�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

至流山おおたかの森駅�
至県道柏流山線�

最低売却価格面積（㎡）所在地（流山市）物件番号
２８,５７７,１２０円１６２.３７南流山７丁目１０番３１
５０,３２０,１６０円２８５.９１南流山７丁目１０番１２２
５０,３１６,６４０円２８５.８９南流山７丁目１０番１３３
５９,５４４,５７０円３３６.４１南流山７丁目１１番５４
６１,３４６,４３０円３４６.５９南流山７丁目１１番１６５
６０,９９９,８４０円３４６.５９南流山７丁目１１番１７６
３５,１３４,４４０円２０４.２７南流山７丁目２２番７７
３５,０９６,１６０円１９９.４１南流山７丁目２２番２５８
３５,０９７,９２０円１９９.４２南流山７丁目２２番２６９
３５,０９７,９２０円１９９.４２南流山７丁目２２番２７１０
４８,０３４,８００円２６６.８６南流山８丁目１番５１１
４３,８２１,６００円２８８.３０南流山８丁目３番２６１２
４５,９０５,２２０円２５３.６２南流山８丁目１２番２１３
３９,１００,７６５円２４２.１１南流山８丁目２３番３１４
３９,１００,７６５円２４２.１１南流山８丁目２３番２１１５
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い
の
も
の
。
小
金
に
も
若

干
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私

と
小
金
農
協
の
吉
岡
繁
一

経
済
指
導
課
長
が
経
済
連

に
働
き
か
け
て
、
技
術
セ

ン
タ
ー
で
フ
リ
ー
苗
を
試

験
栽
培
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
。
流
山
の
わ
け

葱
の
圃
場
か
ら
、よ
い
株
、

　

何
株
か
を
選
抜
し
て
技

２０術
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ウ
ス
に

定
植
、そ
こ
で
栽
培
し
て
、

フ
リ
ー
苗
を
作
っ
た
」。

　

「
フ
リ
ー
苗
は
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
無
病

菌
を
大
量
増
殖
す
る
技
術
。

組
織
培
養
の
た
め
、
根
元

の
と
こ
ろ
で
全
部
切
り
、

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２０）�

わ
け
葱
の
フ
リ
ー
苗�

　

流
山
市
、
流
山
市
農
業

委
員
会
、
流
山
・
八
木
・

新
川
３
農
協
主
催
の
第
２

回
「
流
山
市
農
作
物
試
験

栽
培
実
績
発
表
大
会
」は
、

昭
和　

年
３
月
８
日
、
文

６１

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
来
賓
の
一
人
、
千

葉
県
庁
の
城
田
和
人
・
農

業
専
門
技
術
員
室
長
は
、

「
県
下
で
、
市
主
催
の
農

業
技
術
発
表
会
を
実
施
し

て
い
る
の
は
流
山
市
だ
け

で
、素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」

と
讃
え
た
。

　

こ
の
日
、
発
表
さ
れ
た

報
告
は
、「
昭
和　

年
度
流

６０

山
市
農
作
物
試
験
栽
培
実

績
発
表
大
会
」
と
し
て
緑

表
紙
の
ガ
リ
版
刷
り　

ペ
５５

ー
ジ
の
小
冊
子
に
ま
と
め

ら
れ
た
。
農
作
物
試
験
栽

培
事
業
は
、
市
が
四
百
万

西
深
井
小
が
日
本
一

歯
の
健
康
に
文
科
大
臣
表
彰

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
＝
写
真
。

　

給
食
に
昆
布
な
ど
を
取

り
入
れ
、
よ
く
噛
む
よ
う

指
導
し
、
給
食
後
に
は

「
歯
み
が
き
の
歌
」
に
合

わ
せ
て
歯
み
が
き
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

月
３
日
に
市

１１

民
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

る
市
民
健
康
ま
つ
り
で
は
、

歯
科
医
師
会
（
亀
田
健
会

長
）
の
協
力
を
得
て
無
料

検
診
な
ど
を
行
い
ま
す
。

た
第　

回
全
日
本
学
校
歯

４５

科
保
健
優
良
校
表
彰
式
で

社
団
法
人
日
本
学
校
歯
科

医
会
（
松
島
悌
二
会
長
）

か
ら
の
最
優
秀
賞
と
、
文

部
科
学
省
か
ら
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
小
で
は
、
学
校
歯
科

医
の
蔦
森
謙
治
医
師
の
指

導
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち

自
ら
が
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
進
ん
で
健
康
づ
く
り

　

児
童
の
歯
の
健
康
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
る
西

深
井
小
学
校
が　

月　
１０

１９

日
、
浦
安
市
内
で
行
わ
れ

�
　

市
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
大
し
め

縄
行
事
が　

月
８
日
、
赤

１０

城
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。
大
し
め
縄
は
、

流
山
５
丁
目
か
ら
８
丁
目

ま
で
の
自
治
会
で
構
成
さ

れ
る 
宿 
連
合
自
治
会
（
佐

し
ゅ
く

々
木
勝
志
会
長
）
と
赤
城

神
社
（
山
�
政
治
総
代
）

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

翌
週　

日
に
は
、
同
神

１５

社
で
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夕
方
、
大
し
め
縄
を

く
ぐ
っ
て
境
内
に
帰
っ
た

お
神
輿
は
、
急
な
階
段　
３８

段
を
駆
け
上
り
、
小
高
い 

「
赤
城
山
」
頂
上
に
あ
る

赤
城
神
社
に
到
着
。
こ
の

お
神
輿
を
担
ぐ
赤
城
四
ツ

葉
会
（
恩
田
利
夫
会
長
）

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

赤
城
神
社
の
大
し
め

赤
城
神
社
の
大
し
め

縄
と
大
祭

縄
と
大
祭

は
こ
と
し
発
足　

周
年
を

２０

迎
え
、こ
れ
を
記
念
し
、市

社
会
福
祉
協
議
会
に
車
い

す
２
台
を
寄
付
し
ま
し
た
。

�
　

過
去
の
大
戦
で
命
を
落

と
し
た
方
々
を
追
悼
す
る

と
と
も
に
平
和
を
祈
念
す

る
市
戦
没
者
追
悼
式
が　
１０

月
４
日
、
文
化
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

式
典
に
は
、
遺
族
関
係

者
を
は
じ
め
井
崎
市
長
や

中
村
議
長
ら
２
２
１
人
が

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

２
２
１
人
が
平
和

２
２
１
人
が
平
和

を
祈
る

を
祈
る

参
列
し
、
戦
没
者
の
方
々

の
冥
福
と
平
和
を
祈
り
ま

し
た
。
席
上
、
流
山
市
音

楽
家
協
会
（
熊
坂
牧
子
会

長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
核
実
験
を
行
っ

た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
金
正
日
国
防
委
員
長

に
対
し　

月　

日
、
平
和

１０

１３

都
市
宣
言
を
し
て
い
る
流

山
の
市
長
と
し
て
抗
議
文

を
送
り
、
今
後
、
一
切
の

核
実
験
を
中
止
す
る
よ
う

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

赤
十
字
奉
仕
団
が
活
躍

　
　

月　

日
、
流
山
市
赤

１０

２４

十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
が

市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
県
総
合
ス

３０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
赤
十
字
救
急
法
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
で
、
同
団

が
赤
十
字
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
か
ら
そ
の
報
告
に
い

ら
し
た
も
の
で
す
。

　

救
急
法
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
基
本
課
題
と
応
用
課
題

が
あ
り
、
流
山
市
か
ら
は

基
本
課
題
に
３
組
（
全
体

で
１
６
４
組
）、応
用
課
題

１
組
（
同　

組
）
が
参
加

３３

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
で
最
優
秀
賞
と
な
る

赤
十
字
賞
１
組
と
技
術
賞

５
組
が
選
ば
れ
ま
す
。
基

本
課
題
に
参
加
し
た
豊
福

和
子
さ
ん
、
清
水
美
津
子

さ
ん
、
加
藤
恵
美
子
さ
ん

チ
ー
ム
が
赤
十
字
賞
、
応

用
課
題
の
高
橋
静
代
さ
ん
、

小
山
絹
子
さ
ん
、
阿
部
春

代
さ
ん
、
久
保
美
智
子
さ

ん
、
山
口
千
畝
さ
ん
、
一

尾
孝
子
さ
ん
チ
ー
ム
が
技

術
賞
に
輝
き
ま
し
た
＝
写

真
。

　
　

月　

日
、
リ
サ
イ
ク

１０

１２

ル
プ
ラ
ザ
で
、
流
山
職
場

警
察
連
絡
協
議
会
（
海
老

原
堯
会
長
・　

事
業
所
）

３１

に
よ
る
「
青
色
回
転
灯
」

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
老
原
会
長
か
ら
鈴
木

教
育
長
に
贈
ら
れ
た
青
色

回
転
灯
は
市
内
小
・
中
学

校
分
と
し
て　

個
。
学
校

２３

の
公
用
車
に
取
り
付
け
て

不
審
者
な
ど
に
目
を
光
ら

せ
ま
す
。
贈
呈
式
の
終
了

青
色
回
転
灯
を
贈
る

青
色
回
転
灯
を
贈
る

学
校
の
車
が
通
称
青
パ
ト
に

後
、
早
速
、
青
色
回
転
灯

を
取
り
付
け
た
公
用
車
の

出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

�
　
　

月　

日
、
文
化
会
館

１０

１７

で
２
０
０
６
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

が
行
わ
れ
、３
５
０
人
が
自

主
防
犯
運
動
の
大
切
さ
な
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������
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安
全
で
安
心
な
ま
ち

安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
市
民
大
会

づ
く
り
市
民
大
会

ど
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

流
山
市
防
犯
協
会
連
合

会
と
流
山
警
察
署
が
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

唐
鎌
茂
夫
流
山
警
察
署

長
は
、「
市
内
の
刑
法
犯
認

知
件
数
は
、
戦
後
最
高
を

記
録
し
た
平
成　

年
以
降

１４

減
少
し
、
こ
と
し
９
月
末

現
在
も
前
年
度
比　

・
２

１４

％
減
少
し
て
い
ま
す
」
と

現
状
な
ど
を
説
明
。
県
公

安
委
員
会
か
ら
江
戸
川
台

西
自
治
会
館
が
地
域
防
犯

情
報
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
た
実
例
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

1
5
7
7
人
が
快
走

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
た
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が　

月
８
日
、
流

１０

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
に　

キ
ロ
の
コ
ー
ス

１０

で
行
わ
れ
、
１
５
７
７
人

が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
＝

写
真
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し

い
新
コ
ー
ス
に
出
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
苦
し
む
中
、

東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

　

回
連
続
出
場
の
松
田
千

２４

枝
選
手
、
流
山
出
身
の
ロ

ッ
ク
歌
手
サ
ン
プ
ラ
ザ
中

野
さ
ん
、
東
部
中
を
卒
業

し
箱
根
駅
伝
で
活
躍
さ
れ

た
柴
田
尚
輝
選
手
も
出
場
。

沿
道
の
フ
ァ
ン
の
声
援
に

応
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
元
日

本
記
録
保
持
者
で
ア
ト
ラ

ン
タ
五
輪
４
位
入
賞
の
志

水
見
千
子
選
手
は
井
崎
市

長
と
一
緒
に　

キ
ロ
を
完

１０

走
し
ま
し
た
。

�
　
　

月
５
日
、
静
岡
県
内

１０
で
行
わ
れ
た
住
宅
月
間
功

労
者
表
彰
式
で
甲
田
義
明

さ
ん
が
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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甲
田
さ
ん
に
国
土

甲
田
さ
ん
に
国
土

交
通
大
臣
表
彰

交
通
大
臣
表
彰

に
出
場
し
、　

秒　

の
好

５１

７５

タ
イ
ム
で
優
勝
し
、　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
流
山
市
体
育
協
会

水
泳
部
長
・
宮
原
哲
也
さ

ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

結
果
報
告
に
い
ら
し
た
も

の
で
す
。

　

森
さ
ん
は
、
北
部
中
を

卒
業
し
、
い
ま
は
、
市
立

船
橋
高
校
に
通
う
３
年 

生
。「
本
来
は
バ
タ
フ
ラ
イ

が
得
意
種
目
で
す
が
、
国

体
に
バ
タ
フ
ラ
イ
の
種
目

が
な
い
こ
と
か
ら
自
由
形

に
出
場
し
た
と
こ
ろ
優
勝

し
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
井
崎
市
長
は
「
健

康
管
理
に
気
を
つ
け
て
記

録
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

藤川裕男氏

に
取
り
組
め
る
よ
う
養
護

教
諭
ら
を
中
心
に
全
校
を

�
　
　

月　

日
、
森
龍
之
介

１０

１２

さ
ん
が
、
市
長
室
を
訪
れ

ま
し
た
＝
写
真
。

　

兵
庫
県
で　

月
２
日
に

１０

行
わ
れ
た
第　

回
国
民
体

６１

育
大
会
水
泳
競
泳
競
技
で

１
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
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森
選
手
が
国
体

森
選
手
が
国
体

で
優
勝

で
優
勝
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万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　
　

月　

日
、
リ
サ
イ
ク

１０

２３

ル
プ
ラ
ザ
で
バ
ッ
グ
を
つ

く
る
講
座
が
行
わ
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を

引
き
受
け
た
仙
田
清
次
さ

ん
。
父
の
代
か
ら

続
く
ビ
ー
ズ
職
人
。

２
粒
ず
つ
ビ
ー
ズ

玉
に
２
本
ど
り
の

糸
を
根
気
よ
く
通

し
て
、
全
国
を
回

り
職
人
展
な
ど
で

匠
の
技
を
披
露
し

て
半
世
紀
。
注
文

を
受
け
て
か
ら
引

き
渡
し
ま
で
８
年

も
待
た
せ
た
こ
と

が
あ
る
ほ
ど
の
人

気
作
家
だ
。
定
年
の
な
い

職
人
の
世
界
で
、
３
年
前

に
仕
事
を
辞
め
た
。
仕
事

で
全
国
を
回
っ
て
い
る
間
、

子
育
て
は
妻
の
洋
子
さ
ん

に
任
せ
き
り
だ
っ
た
。 

「
罪
滅
ぼ
し
に
夫
婦
で
旅

行
を
楽
し
も
う
」
と
思
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
現
役

時
代
か
ら
車
の
改
造
に
挑

戦
。「
も
の
づ
く
り
の
気
持

ち
は
同
じ
」
と
、
仕
事
の

合
間
に
８
カ
月
か
け
て
楽

し
ん
だ
改
造
は
、
ワ

ゴ
ン
車
を
買
っ
て
、

夫
婦
で
旅
行
す
る
た

め
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
に
変
身
さ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
。
内

装
を
す
べ
て
は
ず
し

て
、断
熱
材
を
入
れ
、

床
に
は
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
を
し
て
、
テ
ー
ブ

ル
に
ベ
ッ
ド
に
と
手

づ
く
り
の
家
具
が
並

ぶ
。
パ
ソ
コ
ン
の
フ

ァ
ン
を
換
気
扇
に
し
て
、

突
っ
張
り
棚
を
縦
に
使
っ

て
伸
縮
自
在
の
テ
ー
ブ
ル

の
脚
と
し
て
使
う
な
ど
ア

イ
デ
ア
の
塊
。
改
造
費
は

驚
く
ほ
ど
安
い
。
窓
も
二

重
に
し
て
結
露
を
防
ぐ
な

ど
、
ビ
ー
ズ
細
工
と
同
じ

よ
う
に
、車
内
に
は
工
夫
が

び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。

「
最
後
は
夫
婦
で
す
か
ら
」

と
、
北
海
道
で
は
、　

あ
９２

る
道
の
駅
の
う
ち　

カ
所

８２

で
、
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
に
宿
泊
し
た
。

「
仕
事
を
辞
め
た
ら
切
り

替
え
が
大
事
」
と
い
う
清

次
さ
ん
は
、
車
を
見
せ
な

が
ら
「
こ
こ
が
大
変
だ
っ

た
」、「
そ
こ
が
苦
労
し
た
」

で
は
な
く
、「
こ
こ
が
楽
し

か
っ
た
」、「
そ
こ
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
と
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
。
旅
先
で
人

と
知
り
合
い
、
友
達
に
な

る
の
が
好
き
。
そ
ん
な
友

達
か
ら
い
た
だ
い
た
各
地

域
の
野
菜
苗
は
、
洋
子
さ

ん
の
畑
で
、
お
ふ
た
り
の

人
生
の
よ
う
に
、
た
わ
わ

に
実
っ
て
い
る
。

手づくりキャンピングカーを楽しむ仙田さんご夫妻

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
、
そ
の
芯

だ
け
を
取
っ
て
、
細
か
く

カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
て
、
試

験
管
の
中
に
寒
天
を
入
れ

て
、
そ
の
中
で
培
養
す
る

ん
で
す
。
そ
し
て
増
や
し

て
い
く
。
試
験
管
の
中
に

一
杯
出
て
き
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
、

も
っ
と
大
き
な
試
験
管
の

中
へ
植
え
込
む
」。

　

「
出
来
た
フ
リ
ー
苗
を

流
山
に
持
っ
て
き
て
、
生

産
者
に
分
け
て
、
試
験
栽

培
を
し
た
。
フ
リ
ー
苗
は

た
い
し
た
も
の
だ
と
い
う

の
で
、
全
農
家
に
一
斉
に

分
け
た
。
そ
の
頃
、
八
木

農
協
や
新
川
農
協
に
は
な

か
っ
た
の
で
、
一
緒
に
や

ら
な
い
か
と
声
を
掛
け
、

農
協
の
枠
を
超
え
、
大
畔

の
入
江
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

に
、
私
が
指
導
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。　

わ
け
葱
の
フ
リ
ー
苗
誕
生

秘
話
だ
。

文
／
山
本
文
男

　

第
２
回
農
作
物
試
験
栽

培
発
表
大
会
で
発
表
す
る

八
木
農
協
の
小
嶋
実
指
導

課
長

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

ビーズ職人を引退して第２の人生

根底に“ものづくり”

円
を
支
出
し
実
施
し
た
事

業
で
あ
る
。

　

流
山
農
協
に　

年
勤
め

４８

た
藤
川
裕
男
氏
に
よ
る
と
、

昭
和　

年
、
流
山
農
協
で

６０

は
、
わ
け
葱
の
出
荷
体
制

が
整
っ
た
の
で
、
今
度
は

フ
リ
ー
苗
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
と
藤
川
氏
は
語
る
。

　

「
ウ
イ
ル
ス
・
フ
リ
ー

苗
と
言
っ
て
、
病
菌
の
入

っ
て
な
い
苗
で
す
。
坊
主

し
ら
ず
の
フ
リ
ー
苗
は
、

前
年
度
、
県
の
試
験
場
で

作
ら
れ
た
が
、
わ
け
葱
の

栽
培
は
、
ま
だ
流
山
ぐ
ら
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　流山絵手紙サークルみのり展＝１１月１日�～８日�９時～１６時（１
日は１２時から）、流山郵便局。入場料無料□問 玉井�７１５５－０８３７
　第２６回ギター弦の会チャリティコンサート＝１１月４日�１４時～１６時、
柏市民文化会館（柏市）。入場料無料□問 野��７１４３－０６１６
　ボーイスカウト流山第２団「スカウト祭」＝１１月５日�１１時～１４時、
森の図書館前アクティブ広場。入場料無料□問 竹井�７１５４－２０６８
　ボーイスカウト流山第３団「あそぼ」（市・市教委後援）＝①森の
音楽・運動会…１１月５日�９時～１２時②起震車体験！防災体験学習…
１１月１９日�１３時～１６時、いずれも自然体験学習塾星の森キャンプ場長
崎２丁目。参加費１回１００円※１２月以降もイベント３回あり□問 中川�
７１５８－１６７９
　健康講座“いつまでも若々しく元気でいるために”循環器疾患の予
防と早期発見（野々下４丁目四季野自治会主催）＝１１月９日�９時３０
分～１２時３０分、野々下福祉会館。入場料無料□問 澁谷�７１４５－
６７４２
　プリザーブドフラワーアレンジメント体験講座（プリザーブドフラ
ワーサークル風花主催）＝１１月１１日�１０時～１１時３０分、文化会館。参
加費３,８００円□問 小野�７１４０－５５６５
　第３５回松ケ丘文化展（松ケ丘自治会主催）＝１１月１１日�～１２日�９
時３０分～１６時、松ケ丘自治会館。入場料無料□問 今井�７１４６－
１５２５
　人形劇団ひぽぽたあむ公演「かえるくん・かえるくん」（ＮＰＯ法
人流山おやこ劇場主催）＝１１月１２日�１１時１５分～１２時（１１時開場）、
平和台幼稚園。入場料１,０００円（前売り券等割引あり）□問 同ＮＰＯ法人
�０８０－６６１８－５２１６
　第１０回鈴木耕太郎ギター教室クラシック・ギター発表会＝１１月１２日
�１６時～１８時３０分、南流山センター。入場料無料□問 鈴木�７１５９－
４８６０
　家事と家計の講習会（全国友の会流山支部主催）＝①１１月１３日�、
南流山センター②１６日�、北部公民館いずれも１０時３０分～１２時３０分。
参加費４００円※託児（要予約）あり□問 三宅�７１５３－１７６７
　絵手紙展（和いの会＆望陽荘主催）＝１１月１４日�～１７日�９時～２１
時（１４日は１３時から、１７日は１８時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏
市）。入場料無料□問 高山�７１５２－５８３５
　第３回ステンドグラス作品展＝１１月１６日�～１８日�１０時～１７時（１８
日は１６時まで）、北部公民館。入場料無料□問 佐藤�７１５４－２６２２
　第２回公開医療倫理講座（東葛地域医療倫理問題研究会主催）＝１１
月１８日�１４時～１７時、初石公民館。入場料無料□問 岡田�７１５９－
１０１１
　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧新川地区）＝１１月１８日�９時～１２
時３０分、初石駅前集合・解散。参加費無料□問 中村�７１５４－１３６２
　第６回一彩会展（水彩画・油彩画）＝１１月２１日�～２６日�９時～１７
時（２１日は１３時から、２６日は１５時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏
市）。入場料無料□問 矢嶋�７１５４－５９４８
　家庭教育「能力を伸ばすほめ方、しかり方」（明るい社会づくり南
流山地区推進協議会主催）＝１１月２９日�１０時～１１時３０分、南流山セン
ター。入場料無料※託児あり□問 石倉�０９０－５３９２－８０３３
　「アドバンス・アドベンチャー」～虫たちの大冒険（障害者児と共
にミュージカルを観る実行委員会主催、市教委後援）＝１２月８日�・
９日�１３時～１６時、野田市文化会館（野田市）。入場料無料□問 大谷�
７１５４－７５９０
　第１回流山市近郊写真愛好者展（いいものとの出会い主催、市・市
教委後援）＝１２月１３日�～１７日�９時～２１時、生涯学習センター。入
場料無料※展示作品も募集□問 下采（しもうね）�７１４５－２８１７

　

　初水会（水彩画）＝第２・４水曜１３時～１６時、東初石２丁目自治会
館□問 鶴田�７１５８－１２０４

　安来節どじょうすくい踊り教室＝第２・４火曜１８時３０分～２０時３０分、
南流山センター□問 山澤�７１５８－１５３７

　北部カラオケ友の会＝第１・３月曜１３時～１５時、北部公民館□問 千葉
�７１５６－０８１０

お
と
な
り
さ
ん
〈２８〉

イ ベ ン ト

９日から秋の全国火災予防運動

　「消さないで　あなたの心の　注意の火。」をキャッ
チフレーズに秋の全国火災予防運動が、９日から１５日ま
で展開されます。この季節は、空気が乾燥し風の強い日
が続くため、火災が発生すると被害が大きくなります。
過去数年の火災発生原因を見ると、ガスコンロに火をつ
けたまま離れてしまい、出火に至る事例がトップです。
火を使用するときは、消すまで目を離さないでください。
　また、放火対策のため、家の周りにはダンボールなど
燃えるものを置かないことも大切です。期間中は、消防
署や消防団が火災予防を呼び掛けるほか、危険物施設の
立入検査を実施します。なお、運動初日の９日�７時に
市内一斉にサイレンを鳴らします。　
　□問 予防課�７１５８―０２７０

サ ー ク ル
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い
の
も
の
。
小
金
に
も
若

干
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私

と
小
金
農
協
の
吉
岡
繁
一

経
済
指
導
課
長
が
経
済
連

に
働
き
か
け
て
、
技
術
セ

ン
タ
ー
で
フ
リ
ー
苗
を
試

験
栽
培
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
。
流
山
の
わ
け

葱
の
圃
場
か
ら
、よ
い
株
、

　

何
株
か
を
選
抜
し
て
技

２０術
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ウ
ス
に

定
植
、そ
こ
で
栽
培
し
て
、

フ
リ
ー
苗
を
作
っ
た
」。

　

「
フ
リ
ー
苗
は
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
無
病

菌
を
大
量
増
殖
す
る
技
術
。

組
織
培
養
の
た
め
、
根
元

の
と
こ
ろ
で
全
部
切
り
、

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２０）�

わ
け
葱
の
フ
リ
ー
苗�

　

流
山
市
、
流
山
市
農
業

委
員
会
、
流
山
・
八
木
・

新
川
３
農
協
主
催
の
第
２

回
「
流
山
市
農
作
物
試
験

栽
培
実
績
発
表
大
会
」は
、

昭
和　

年
３
月
８
日
、
文

６１

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
来
賓
の
一
人
、
千

葉
県
庁
の
城
田
和
人
・
農

業
専
門
技
術
員
室
長
は
、

「
県
下
で
、
市
主
催
の
農

業
技
術
発
表
会
を
実
施
し

て
い
る
の
は
流
山
市
だ
け

で
、素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」

と
讃
え
た
。

　

こ
の
日
、
発
表
さ
れ
た

報
告
は
、「
昭
和　

年
度
流

６０

山
市
農
作
物
試
験
栽
培
実

績
発
表
大
会
」
と
し
て
緑

表
紙
の
ガ
リ
版
刷
り　

ペ
５５

ー
ジ
の
小
冊
子
に
ま
と
め

ら
れ
た
。
農
作
物
試
験
栽

培
事
業
は
、
市
が
四
百
万

西
深
井
小
が
日
本
一

歯
の
健
康
に
文
科
大
臣
表
彰

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
＝
写
真
。

　

給
食
に
昆
布
な
ど
を
取

り
入
れ
、
よ
く
噛
む
よ
う

指
導
し
、
給
食
後
に
は

「
歯
み
が
き
の
歌
」
に
合

わ
せ
て
歯
み
が
き
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

月
３
日
に
市

１１

民
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

る
市
民
健
康
ま
つ
り
で
は
、

歯
科
医
師
会
（
亀
田
健
会

長
）
の
協
力
を
得
て
無
料

検
診
な
ど
を
行
い
ま
す
。

た
第　

回
全
日
本
学
校
歯

４５

科
保
健
優
良
校
表
彰
式
で

社
団
法
人
日
本
学
校
歯
科

医
会
（
松
島
悌
二
会
長
）

か
ら
の
最
優
秀
賞
と
、
文

部
科
学
省
か
ら
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
小
で
は
、
学
校
歯
科

医
の
蔦
森
謙
治
医
師
の
指

導
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち

自
ら
が
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
進
ん
で
健
康
づ
く
り

　

児
童
の
歯
の
健
康
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
る
西

深
井
小
学
校
が　

月　
１０

１９

日
、
浦
安
市
内
で
行
わ
れ

�
　

市
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
大
し
め

縄
行
事
が　

月
８
日
、
赤

１０

城
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。
大
し
め
縄
は
、

流
山
５
丁
目
か
ら
８
丁
目

ま
で
の
自
治
会
で
構
成
さ

れ
る 
宿 
連
合
自
治
会
（
佐

し
ゅ
く

々
木
勝
志
会
長
）
と
赤
城

神
社
（
山
�
政
治
総
代
）

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

翌
週　

日
に
は
、
同
神

１５

社
で
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夕
方
、
大
し
め
縄
を

く
ぐ
っ
て
境
内
に
帰
っ
た

お
神
輿
は
、
急
な
階
段　
３８

段
を
駆
け
上
り
、
小
高
い 

「
赤
城
山
」
頂
上
に
あ
る

赤
城
神
社
に
到
着
。
こ
の

お
神
輿
を
担
ぐ
赤
城
四
ツ

葉
会
（
恩
田
利
夫
会
長
）
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�������

赤
城
神
社
の
大
し
め

赤
城
神
社
の
大
し
め

縄
と
大
祭

縄
と
大
祭

は
こ
と
し
発
足　

周
年
を

２０

迎
え
、こ
れ
を
記
念
し
、市

社
会
福
祉
協
議
会
に
車
い

す
２
台
を
寄
付
し
ま
し
た
。

�
　

過
去
の
大
戦
で
命
を
落

と
し
た
方
々
を
追
悼
す
る

と
と
も
に
平
和
を
祈
念
す

る
市
戦
没
者
追
悼
式
が　
１０

月
４
日
、
文
化
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

式
典
に
は
、
遺
族
関
係

者
を
は
じ
め
井
崎
市
長
や

中
村
議
長
ら
２
２
１
人
が
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２
２
１
人
が
平
和

２
２
１
人
が
平
和

を
祈
る

を
祈
る

参
列
し
、
戦
没
者
の
方
々

の
冥
福
と
平
和
を
祈
り
ま

し
た
。
席
上
、
流
山
市
音

楽
家
協
会
（
熊
坂
牧
子
会

長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
核
実
験
を
行
っ

た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
金
正
日
国
防
委
員
長

に
対
し　

月　

日
、
平
和

１０

１３

都
市
宣
言
を
し
て
い
る
流

山
の
市
長
と
し
て
抗
議
文

を
送
り
、
今
後
、
一
切
の

核
実
験
を
中
止
す
る
よ
う

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

赤
十
字
奉
仕
団
が
活
躍

　
　

月　

日
、
流
山
市
赤

１０

２４

十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
が

市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
県
総
合
ス

３０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
赤
十
字
救
急
法
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
で
、
同
団

が
赤
十
字
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
か
ら
そ
の
報
告
に
い

ら
し
た
も
の
で
す
。

　

救
急
法
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
基
本
課
題
と
応
用
課
題

が
あ
り
、
流
山
市
か
ら
は

基
本
課
題
に
３
組
（
全
体

で
１
６
４
組
）、応
用
課
題

１
組
（
同　

組
）
が
参
加

３３

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
で
最
優
秀
賞
と
な
る

赤
十
字
賞
１
組
と
技
術
賞

５
組
が
選
ば
れ
ま
す
。
基

本
課
題
に
参
加
し
た
豊
福

和
子
さ
ん
、
清
水
美
津
子

さ
ん
、
加
藤
恵
美
子
さ
ん

チ
ー
ム
が
赤
十
字
賞
、
応

用
課
題
の
高
橋
静
代
さ
ん
、

小
山
絹
子
さ
ん
、
阿
部
春

代
さ
ん
、
久
保
美
智
子
さ

ん
、
山
口
千
畝
さ
ん
、
一

尾
孝
子
さ
ん
チ
ー
ム
が
技

術
賞
に
輝
き
ま
し
た
＝
写

真
。

　
　

月　

日
、
リ
サ
イ
ク

１０

１２

ル
プ
ラ
ザ
で
、
流
山
職
場

警
察
連
絡
協
議
会
（
海
老

原
堯
会
長
・　

事
業
所
）

３１

に
よ
る
「
青
色
回
転
灯
」

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
老
原
会
長
か
ら
鈴
木

教
育
長
に
贈
ら
れ
た
青
色

回
転
灯
は
市
内
小
・
中
学

校
分
と
し
て　

個
。
学
校

２３

の
公
用
車
に
取
り
付
け
て

不
審
者
な
ど
に
目
を
光
ら

せ
ま
す
。
贈
呈
式
の
終
了

青
色
回
転
灯
を
贈
る

青
色
回
転
灯
を
贈
る

学
校
の
車
が
通
称
青
パ
ト
に

後
、
早
速
、
青
色
回
転
灯

を
取
り
付
け
た
公
用
車
の

出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

�
　
　

月　

日
、
文
化
会
館

１０

１７

で
２
０
０
６
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

が
行
わ
れ
、３
５
０
人
が
自

主
防
犯
運
動
の
大
切
さ
な
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安
全
で
安
心
な
ま
ち

安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
市
民
大
会

づ
く
り
市
民
大
会

ど
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

流
山
市
防
犯
協
会
連
合

会
と
流
山
警
察
署
が
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

唐
鎌
茂
夫
流
山
警
察
署

長
は
、「
市
内
の
刑
法
犯
認

知
件
数
は
、
戦
後
最
高
を

記
録
し
た
平
成　

年
以
降

１４

減
少
し
、
こ
と
し
９
月
末

現
在
も
前
年
度
比　

・
２

１４

％
減
少
し
て
い
ま
す
」
と

現
状
な
ど
を
説
明
。
県
公

安
委
員
会
か
ら
江
戸
川
台

西
自
治
会
館
が
地
域
防
犯

情
報
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
た
実
例
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

1
5
7
7
人
が
快
走

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
た
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が　

月
８
日
、
流

１０

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
に　

キ
ロ
の
コ
ー
ス

１０

で
行
わ
れ
、
１
５
７
７
人

が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
＝

写
真
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し

い
新
コ
ー
ス
に
出
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
苦
し
む
中
、

東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

　

回
連
続
出
場
の
松
田
千

２４

枝
選
手
、
流
山
出
身
の
ロ

ッ
ク
歌
手
サ
ン
プ
ラ
ザ
中

野
さ
ん
、
東
部
中
を
卒
業

し
箱
根
駅
伝
で
活
躍
さ
れ

た
柴
田
尚
輝
選
手
も
出
場
。

沿
道
の
フ
ァ
ン
の
声
援
に

応
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
元
日

本
記
録
保
持
者
で
ア
ト
ラ

ン
タ
五
輪
４
位
入
賞
の
志

水
見
千
子
選
手
は
井
崎
市

長
と
一
緒
に　

キ
ロ
を
完

１０

走
し
ま
し
た
。

�
　
　

月
５
日
、
静
岡
県
内

１０
で
行
わ
れ
た
住
宅
月
間
功

労
者
表
彰
式
で
甲
田
義
明

さ
ん
が
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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�������
�������
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�������

甲
田
さ
ん
に
国
土

甲
田
さ
ん
に
国
土

交
通
大
臣
表
彰

交
通
大
臣
表
彰

に
出
場
し
、　

秒　

の
好

５１

７５

タ
イ
ム
で
優
勝
し
、　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
流
山
市
体
育
協
会

水
泳
部
長
・
宮
原
哲
也
さ

ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

結
果
報
告
に
い
ら
し
た
も

の
で
す
。

　

森
さ
ん
は
、
北
部
中
を

卒
業
し
、
い
ま
は
、
市
立

船
橋
高
校
に
通
う
３
年 

生
。「
本
来
は
バ
タ
フ
ラ
イ

が
得
意
種
目
で
す
が
、
国

体
に
バ
タ
フ
ラ
イ
の
種
目

が
な
い
こ
と
か
ら
自
由
形

に
出
場
し
た
と
こ
ろ
優
勝

し
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
井
崎
市
長
は
「
健

康
管
理
に
気
を
つ
け
て
記

録
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

藤川裕男氏

に
取
り
組
め
る
よ
う
養
護

教
諭
ら
を
中
心
に
全
校
を

�
　
　

月　

日
、
森
龍
之
介

１０

１２

さ
ん
が
、
市
長
室
を
訪
れ

ま
し
た
＝
写
真
。

　

兵
庫
県
で　

月
２
日
に

１０

行
わ
れ
た
第　

回
国
民
体

６１

育
大
会
水
泳
競
泳
競
技
で

１
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

森
選
手
が
国
体

森
選
手
が
国
体

で
優
勝

で
優
勝
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万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　
　

月　

日
、
リ
サ
イ
ク

１０

２３

ル
プ
ラ
ザ
で
バ
ッ
グ
を
つ

く
る
講
座
が
行
わ
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を

引
き
受
け
た
仙
田
清
次
さ

ん
。
父
の
代
か
ら

続
く
ビ
ー
ズ
職
人
。

２
粒
ず
つ
ビ
ー
ズ

玉
に
２
本
ど
り
の

糸
を
根
気
よ
く
通

し
て
、
全
国
を
回

り
職
人
展
な
ど
で

匠
の
技
を
披
露
し

て
半
世
紀
。
注
文

を
受
け
て
か
ら
引

き
渡
し
ま
で
８
年

も
待
た
せ
た
こ
と

が
あ
る
ほ
ど
の
人

気
作
家
だ
。
定
年
の
な
い

職
人
の
世
界
で
、
３
年
前

に
仕
事
を
辞
め
た
。
仕
事

で
全
国
を
回
っ
て
い
る
間
、

子
育
て
は
妻
の
洋
子
さ
ん

に
任
せ
き
り
だ
っ
た
。 

「
罪
滅
ぼ
し
に
夫
婦
で
旅

行
を
楽
し
も
う
」
と
思
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
現
役

時
代
か
ら
車
の
改
造
に
挑

戦
。「
も
の
づ
く
り
の
気
持

ち
は
同
じ
」
と
、
仕
事
の

合
間
に
８
カ
月
か
け
て
楽

し
ん
だ
改
造
は
、
ワ

ゴ
ン
車
を
買
っ
て
、

夫
婦
で
旅
行
す
る
た

め
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
に
変
身
さ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
。
内

装
を
す
べ
て
は
ず
し

て
、断
熱
材
を
入
れ
、

床
に
は
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
を
し
て
、
テ
ー
ブ

ル
に
ベ
ッ
ド
に
と
手

づ
く
り
の
家
具
が
並

ぶ
。
パ
ソ
コ
ン
の
フ

ァ
ン
を
換
気
扇
に
し
て
、

突
っ
張
り
棚
を
縦
に
使
っ

て
伸
縮
自
在
の
テ
ー
ブ
ル

の
脚
と
し
て
使
う
な
ど
ア

イ
デ
ア
の
塊
。
改
造
費
は

驚
く
ほ
ど
安
い
。
窓
も
二

重
に
し
て
結
露
を
防
ぐ
な

ど
、
ビ
ー
ズ
細
工
と
同
じ

よ
う
に
、車
内
に
は
工
夫
が

び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。

「
最
後
は
夫
婦
で
す
か
ら
」

と
、
北
海
道
で
は
、　

あ
９２

る
道
の
駅
の
う
ち　

カ
所

８２

で
、
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
に
宿
泊
し
た
。

「
仕
事
を
辞
め
た
ら
切
り

替
え
が
大
事
」
と
い
う
清

次
さ
ん
は
、
車
を
見
せ
な

が
ら
「
こ
こ
が
大
変
だ
っ

た
」、「
そ
こ
が
苦
労
し
た
」

で
は
な
く
、「
こ
こ
が
楽
し

か
っ
た
」、「
そ
こ
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
と
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
。
旅
先
で
人

と
知
り
合
い
、
友
達
に
な

る
の
が
好
き
。
そ
ん
な
友

達
か
ら
い
た
だ
い
た
各
地

域
の
野
菜
苗
は
、
洋
子
さ

ん
の
畑
で
、
お
ふ
た
り
の

人
生
の
よ
う
に
、
た
わ
わ

に
実
っ
て
い
る
。

手づくりキャンピングカーを楽しむ仙田さんご夫妻

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
、
そ
の
芯

だ
け
を
取
っ
て
、
細
か
く

カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
て
、
試

験
管
の
中
に
寒
天
を
入
れ

て
、
そ
の
中
で
培
養
す
る

ん
で
す
。
そ
し
て
増
や
し

て
い
く
。
試
験
管
の
中
に

一
杯
出
て
き
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
、

も
っ
と
大
き
な
試
験
管
の

中
へ
植
え
込
む
」。

　

「
出
来
た
フ
リ
ー
苗
を

流
山
に
持
っ
て
き
て
、
生

産
者
に
分
け
て
、
試
験
栽

培
を
し
た
。
フ
リ
ー
苗
は

た
い
し
た
も
の
だ
と
い
う

の
で
、
全
農
家
に
一
斉
に

分
け
た
。
そ
の
頃
、
八
木

農
協
や
新
川
農
協
に
は
な

か
っ
た
の
で
、
一
緒
に
や

ら
な
い
か
と
声
を
掛
け
、

農
協
の
枠
を
超
え
、
大
畔

の
入
江
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

に
、
私
が
指
導
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。　

わ
け
葱
の
フ
リ
ー
苗
誕
生

秘
話
だ
。

文
／
山
本
文
男

　

第
２
回
農
作
物
試
験
栽

培
発
表
大
会
で
発
表
す
る

八
木
農
協
の
小
嶋
実
指
導

課
長

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

ビーズ職人を引退して第２の人生

根底に“ものづくり”

円
を
支
出
し
実
施
し
た
事

業
で
あ
る
。

　

流
山
農
協
に　

年
勤
め

４８

た
藤
川
裕
男
氏
に
よ
る
と
、

昭
和　

年
、
流
山
農
協
で

６０

は
、
わ
け
葱
の
出
荷
体
制

が
整
っ
た
の
で
、
今
度
は

フ
リ
ー
苗
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
と
藤
川
氏
は
語
る
。

　

「
ウ
イ
ル
ス
・
フ
リ
ー

苗
と
言
っ
て
、
病
菌
の
入

っ
て
な
い
苗
で
す
。
坊
主

し
ら
ず
の
フ
リ
ー
苗
は
、

前
年
度
、
県
の
試
験
場
で

作
ら
れ
た
が
、
わ
け
葱
の

栽
培
は
、
ま
だ
流
山
ぐ
ら

市民伝言板�
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　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　流山絵手紙サークルみのり展＝１１月１日�～８日�９時～１６時（１
日は１２時から）、流山郵便局。入場料無料□問 玉井�７１５５－０８３７
　第２６回ギター弦の会チャリティコンサート＝１１月４日�１４時～１６時、
柏市民文化会館（柏市）。入場料無料□問 野��７１４３－０６１６
　ボーイスカウト流山第２団「スカウト祭」＝１１月５日�１１時～１４時、
森の図書館前アクティブ広場。入場料無料□問 竹井�７１５４－２０６８
　ボーイスカウト流山第３団「あそぼ」（市・市教委後援）＝①森の
音楽・運動会…１１月５日�９時～１２時②起震車体験！防災体験学習…
１１月１９日�１３時～１６時、いずれも自然体験学習塾星の森キャンプ場長
崎２丁目。参加費１回１００円※１２月以降もイベント３回あり□問 中川�
７１５８－１６７９
　健康講座“いつまでも若々しく元気でいるために”循環器疾患の予
防と早期発見（野々下４丁目四季野自治会主催）＝１１月９日�９時３０
分～１２時３０分、野々下福祉会館。入場料無料□問 澁谷�７１４５－
６７４２
　プリザーブドフラワーアレンジメント体験講座（プリザーブドフラ
ワーサークル風花主催）＝１１月１１日�１０時～１１時３０分、文化会館。参
加費３,８００円□問 小野�７１４０－５５６５
　第３５回松ケ丘文化展（松ケ丘自治会主催）＝１１月１１日�～１２日�９
時３０分～１６時、松ケ丘自治会館。入場料無料□問 今井�７１４６－
１５２５
　人形劇団ひぽぽたあむ公演「かえるくん・かえるくん」（ＮＰＯ法
人流山おやこ劇場主催）＝１１月１２日�１１時１５分～１２時（１１時開場）、
平和台幼稚園。入場料１,０００円（前売り券等割引あり）□問 同ＮＰＯ法人
�０８０－６６１８－５２１６
　第１０回鈴木耕太郎ギター教室クラシック・ギター発表会＝１１月１２日
�１６時～１８時３０分、南流山センター。入場料無料□問 鈴木�７１５９－
４８６０
　家事と家計の講習会（全国友の会流山支部主催）＝①１１月１３日�、
南流山センター②１６日�、北部公民館いずれも１０時３０分～１２時３０分。
参加費４００円※託児（要予約）あり□問 三宅�７１５３－１７６７
　絵手紙展（和いの会＆望陽荘主催）＝１１月１４日�～１７日�９時～２１
時（１４日は１３時から、１７日は１８時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏
市）。入場料無料□問 高山�７１５２－５８３５
　第３回ステンドグラス作品展＝１１月１６日�～１８日�１０時～１７時（１８
日は１６時まで）、北部公民館。入場料無料□問 佐藤�７１５４－２６２２
　第２回公開医療倫理講座（東葛地域医療倫理問題研究会主催）＝１１
月１８日�１４時～１７時、初石公民館。入場料無料□問 岡田�７１５９－
１０１１
　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧新川地区）＝１１月１８日�９時～１２
時３０分、初石駅前集合・解散。参加費無料□問 中村�７１５４－１３６２
　第６回一彩会展（水彩画・油彩画）＝１１月２１日�～２６日�９時～１７
時（２１日は１３時から、２６日は１５時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏
市）。入場料無料□問 矢嶋�７１５４－５９４８
　家庭教育「能力を伸ばすほめ方、しかり方」（明るい社会づくり南
流山地区推進協議会主催）＝１１月２９日�１０時～１１時３０分、南流山セン
ター。入場料無料※託児あり□問 石倉�０９０－５３９２－８０３３
　「アドバンス・アドベンチャー」～虫たちの大冒険（障害者児と共
にミュージカルを観る実行委員会主催、市教委後援）＝１２月８日�・
９日�１３時～１６時、野田市文化会館（野田市）。入場料無料□問 大谷�
７１５４－７５９０
　第１回流山市近郊写真愛好者展（いいものとの出会い主催、市・市
教委後援）＝１２月１３日�～１７日�９時～２１時、生涯学習センター。入
場料無料※展示作品も募集□問 下采（しもうね）�７１４５－２８１７

　

　初水会（水彩画）＝第２・４水曜１３時～１６時、東初石２丁目自治会
館□問 鶴田�７１５８－１２０４

　安来節どじょうすくい踊り教室＝第２・４火曜１８時３０分～２０時３０分、
南流山センター□問 山澤�７１５８－１５３７

　北部カラオケ友の会＝第１・３月曜１３時～１５時、北部公民館□問 千葉
�７１５６－０８１０

お
と
な
り
さ
ん
〈２８〉

イ ベ ン ト

９日から秋の全国火災予防運動

　「消さないで　あなたの心の　注意の火。」をキャッ
チフレーズに秋の全国火災予防運動が、９日から１５日ま
で展開されます。この季節は、空気が乾燥し風の強い日
が続くため、火災が発生すると被害が大きくなります。
過去数年の火災発生原因を見ると、ガスコンロに火をつ
けたまま離れてしまい、出火に至る事例がトップです。
火を使用するときは、消すまで目を離さないでください。
　また、放火対策のため、家の周りにはダンボールなど
燃えるものを置かないことも大切です。期間中は、消防
署や消防団が火災予防を呼び掛けるほか、危険物施設の
立入検査を実施します。なお、運動初日の９日�７時に
市内一斉にサイレンを鳴らします。　
　□問 予防課�７１５８―０２７０

サ ー ク ル
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★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
学
習
会

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
８
日
� 

１１

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

１５

２９

間
＝　

時　

分
〜　

時　

１３

３０

１５

３０

分
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館

▽
内
容
＝
①
基
礎
学
習
、

食
生
活
分
析
診
断
（
ミ
ラ

ー
）
の
配
布
と
説
明
②
栄

養
素
の
役
割
、
献
立
表
の

見
方
③
ミ
ラ
ー
の
結
果
、

「
正
し
い
食
生
活
」
を
実

践
す
る
た
め
に
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
※
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
調
理
実
習

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１１

１４

・　

日
�
・　

日
�
・　

日

１６

２１

２２

�
▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１０

１３

▽
場
所
＝
東
部
公
民
館
▽

参
加
費
＝
１
回
６
０
０
円

（
材
料
代
）▽
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
デ
ジ
タ
ル
ば
か
り
、

筆
記
用
具
※
申
込
方
法
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

講
座
・
講
演

　

★
年
賀
状
作
成
講
座

　

①
デ
ジ
カ
メ
写
真
入
り

年
賀
状
作
成
講
座
（
全
２

回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１１

１８

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２５

１４

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
文

１６

３０

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
方

で
、
デ
ジ
カ
メ
撮
影
し
た

写
真
を
年
賀
ハ
ガ
キ
に
使

い
た
い
方
／　

人
（
多
数

２０

抽
選
）
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

▽
持
ち
物
＝
デ
ジ
カ
メ
一

式
、
筆
記
用
具

　

②
イ
ラ
ス
ト
入
り
年
賀

状
作
成
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
１
日
� 

１２

・
８
日
�
▽
時
間
＝　

時
１３

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１６

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
方

／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

２０
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽
持

ち
物
＝
筆
記
用
具

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
の
上
、　
１１

月
９
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講

座
　

①
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１１

２９

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

３０

１３

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１６

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
入
門
・
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
Ⅰ
講
座
修
了
程
度

の
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

１８

▽
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

②
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
２
日
� 

１２

・
９
日
�
・　

日
�
▽
時

１６

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１４

１６

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
文
字
入
力
が
で
き
る

方
／　

人
（
多
数
抽
選
）

１８

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
の
上
、　
１１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１０
〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
指
導
者
養
成
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
①
前
期
…　
１２

月
４
日
�
・
５
日
�
・
６

日
�
②
後
期
…　

月　

日

１２

１８

�
・　

日
�
・　

日
�
▽

１９

２０

時
間
＝　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

　

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館

３０▽
対
象
／
定
員
＝
ワ
ー 

ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
が
中

級
程
度
使
え
る
方
で
、
講

座
終
了
後
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
方
／

各　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

２０

参
加
費
＝
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

期
日
（
①
ま
た
は
②
）、
返

信
用
に
宛
名
を
明
記
の 

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

１５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
講
座
〜
元
ホ
テ
ル

シ
ェ
フ
が
教
え
る
「
男
の

手
料
理
講
座
」
〜

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１３セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
男
性
／　
２０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

調
理
実
習
「
サ
ー
モ
ン
の

ム
ニ
エ
ル
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
風
、

ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
」

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
へ

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

★
初
心
者
囲
碁
教
室

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
� 

１２

・　

日
�　

時
〜　

時
※

１６

１０

１２

１
月
〜
３
月
の
第
１
・
３

土
曜
に
も
開
催
▽
場
所
＝

南
流
山
福
祉
会
館
▽
対
象

＝
小
学
生
以
上
の
市
民
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝　

月　

日
ま
で
に
電

１１

１５

話
で
南
流
山
福
祉
会
館
へ

　

□問
 

南
流
山
福
祉
会
館
�

７
１
５
９
―
９
３
０
０

　

★
お
と
な
の
た
め
の
歯

み
が
き
教
室
（
全
３
回
）

　

▽
日
時
／
内
容
＝
①　
１１

月　

日
�　

時　

分
〜　

１６

１０

３０

１５

時
／
歯
周
病
の
危
険
度
チ

ェ
ッ
ク
（
唾
液
の
分
泌
量

測
定
な
ど
）、歯
科
医
師
の

講
義
②　

月　

日
�
９
時

１１

２７

　

分
〜　

時　

分
ま
た
は

３０

１１

３０

　

時　

分
〜　

時　

分
／

１３

３０

１５

３０

危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
の
結 

果
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
の
ポ
イ

ン
ト
（
実
習
）、
骨
密
度
測

定
③　

月　

日
�
※
時
間

１２

２２

は
２
回
目
参
加
時
に
予
約

／
口
腔
内
の
改
善
状
態
の

確
認（
実
習
）▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／　

人
（
先
着

３０

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼

食（
１
回
目
）▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
料
理
講
座

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１４

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１０

１３

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
／

　

人（
先
着
順
）▽
内
容
＝

２０調
理
実
習
「
き
の
こ
の
炊

き
込
み
ご
飯
、
豆
乳
ス
ー

プ
、
野
菜
の
煮
び
た
し
」、

自
助
具
の
紹
介
▽
参
加
費

＝
７
０
０
円
（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝　
１１

月　

日
（
午
前
中
）
ま
で

１０
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
中
央
地
区
家
庭
教
育

講
座
〜
先
輩
母
さ
ん
が
語

る
「
と
っ
て
お
き
の
食
育

講
座
」
〜

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

幼
児
や
小
・
中
学
生
を
持

つ
保
護
者
※
１
歳
半
〜
就

学
前
児
の
一
時
保
育
（
要

予
約
、　

人
）あ
り
／　

人

１０

５０

（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
安

井
志
津
代
さ
ん
（
食
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▽
参
加

費
＝
２
０
０
円（
試
食
代
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
文

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１８

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎

明
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ

で
静
物
や
風
景
を
水
彩
で

描
く
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
用
紙
、
水
彩
用

具
一
式
、
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ

ン
、
色
鉛
筆
な
ど
▽
申
し

込
み
＝　

月
１
日
９
時
か

１１

ら
電
話
で
博
物
館
へ
※
描

い
た
作
品
は
、　

月　

日

１１

２１

か
ら　

日
ま
で
同
会
場
に

２６

展
示
し
ま
す

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
古
典
文
学
講
座
（
全

３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１１

１８

・　

日
�
、　

月
２
日
�

２５

１２

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１４

１６

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
４５

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
仮

名
垣
魯
文
を
読
む
〜
江
戸

と
明
治
を
つ
な
ぐ
も
の
〜

▽
講
師
＝
佐
藤
毅
さ
ん

（
江
戸
川
大
学
教
授
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝　

月
１
日
９
時
か
ら

１１

電
話
で
中
央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具

活
用
講
習
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１８

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園

※
雨
天
時
は
市
民
総
合
体

育
館
▽
対
象
／
定
員
＝
自

治
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、各
種
サ
ー

ク
ル
等
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど

／　

人（
先
着
順
）▽
参
加

３０
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
水

筒
、
タ
オ
ル
※
雨
天
時
は

体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
▽
申

し
込
み
＝　

月
１
日
８
時

１１

　

分
か
ら
電
話
で
生
涯
学

３０習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

★印のあるものは市主催のものです 

相談あんない（１１月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝
　

①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
６日・１３日・２０日・２７日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
１日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
８日（１３：００～１５：４０）
　
⑤交通事故相談（予約制）
２０日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
１５日（１３：００～１６：３０）
　
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
１日（１０：００～１２：００）
１７日（１３：００～１６：００）
　※１日は江戸川台福祉会
館で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２２日（１３：００～１６：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２６日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　

心の相談（予約制）
１３日・２７日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
７日・２４日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
１２日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

　
年金相談（予約制）
１０日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月・水・木・金曜
　（９：００～１６：３０）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８
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第１１２５号（　）　　　平成１８年１１月１日（水曜日）７

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間１１月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０３０日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００１３日（夜間検査あり）・２７日ＨＩＶ抗体検査
１３：３０～１５：００１７日女性のための健康相談
１４：００～１６：００１３日・２１日・２７日心の健康相談
１４：００～１６：００６日・２０日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００７日酒　害　教　室
１３：００～１５：００９日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（１１月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
１０日・２４日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１７日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２１日　保健センター
※平成１７年１０月～平成１８年１月
生まれの乳児対象。歯と食生
活の指導と試食

もぐもぐ教室（予約制）
２４日　南流山センター
３０日　保健センター
※４～５カ月児の離乳食指導
　
育児相談
６日　南流山福祉会館
９日　保健センター
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳未満の乳
児対象（その兄姉も相談可）
　

健康診査
①３カ月児…２１日・２２日
（平成１８年７月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…１４日・１５日
（平成１７年４月生まれの幼児対象）
③３歳児…７日・８日
（平成１５年８月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

むし歯予防教室（予約制）
１３日・２０日・２８日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２８日は１・２
回参加の幼児対象）。１歳６カ月
児健康診査時に申し込みを

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関する相談
　
コスモスの会
８日　保健センター
（１０：００～受付）
※認知症の家族を介護している
方のつどい。初めて参加の方は
要予約

　献血にご協力を　
　
　▽期日／場所＝①１１月９日�／江戸川台
駅西口②１１月２２日�／流山市役所▽時間＝
１０時～１６時▽献血のできる方＝１６歳～６９歳
の健康な方（６５歳以上の方は、６０歳から６４
歳までに献血経験がある方）※献血手帳を
お持ちの方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　

★
ソ
ー
ラ
ー
メ
ロ
デ
ィ

ー
ハ
ウ
ス
の
工
作
と
環
境

講
座
「
太
陽
光
発
電
の
し

く
み
が
わ
か
る
」（
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
流
山
実
行
委

員
会
主
催
）

　

▽
期
日
＝　

月
３
日
�

１２

▽
時
間
＝
①　

時
〜　

時

１１

１２

②　

時
〜　

時
▽
場
所
＝

１３

１４

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
小
学

生
※
低
学
年
は
保
護
者
同

伴
／
各　

人（
多
数
抽
選
）

３５

▽
内
容
＝
光
で
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
出
る
小
さ
な
家
の
工

作
や
、
Ｃ
Ｏ
�
削
減
の
た

め
の
電
気
の
上
手
な
使
い

方
を
学
ぶ
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
希
望
時
間
（
①
ま

た
は
②
）、
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
電
話
番
号
（
フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
も
）、返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、　

月　
１１

２０

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
環
境
保
全
課
内

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
流
山

実
行
委
員
会
事
務
局
へ

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
教
室

　

①
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝　

月
４
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
定
員
＝　

人
（
多

１５

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
３

０
０
円
（
材
料
代
）
▽
持

ち
物
＝
古
バ
ス
タ
オ
ル
、

は
さ
み
、
昼
食

　

②
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

２

づ
く
り

　

▽
日
時
＝　

月
６
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
定
員
＝　

人
（
多

２０

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
持
ち
物
＝
ワ
イ
ヤ
ー

ハ
ン
ガ
ー
、
古
布
、
は
さ

み
、
ペ
ン
チ
、
昼
食

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講

座
名
（
１
枚
で
１
講
座
）、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

１５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
講
習
会

　

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
同

セ
ン
タ
ー
の
会
員
（　

歳
６０

以
上
の
方
）
と
な
っ
て
仕

事
が
し
た
い
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
す
。

　

①
襖
・
障
子
・
網
戸
張

替
え
講
習
会
（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
７
日
� 

１１

・
８
日
�
・
９
日
�
・　
１０

日
�
▽
時
間
＝
９
時
〜　
１３

時
▽
定
員
＝　

人
（
先
着

１３

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
作
業
服
、
筆
記

用
具
▽
申
し
込
み
＝　

月
１１

５
日
ま
で
に
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
へ

　

②
福
祉
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
講
習
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２４

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１０

１３

４０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
▽
申
し
込
み
＝　

月
１１

　

日
ま
で
に
電
話
で
同
セ

１５ン
タ
ー
へ

　

□問
 

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
５

―
３
６
６
９

　

育
種
家
・
河
合
伸
志
に

よ
る
バ
ラ
の
育
て
方
セ
ミ

ナ
ー（
指
定
管
理
者
主
催
）

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①　
１１

月　

日
�
／
一
茶
双
樹
記

１１
念
館
②　

月　

日
�
／
杜

１２

１６

の
ア
ト
リ
エ
黎
明
※
両
日

参
加
も
可
▽
時
間
＝　

時
１３

　

分
〜　

時
▽
定
員
＝
各

３０

１５

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

３０費
＝
１
回
１
５
０
０
円
※

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

一
茶
双
樹
記
念
館
�

７
１
５
０
―
５
７
５
０

　

理
科
工
作
「
万
華
鏡
づ

く
り
」（
流
山
市
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
東
部
地

区
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１２

＝
東
部
公
民
館
▽
対
象
／

定
員
＝
八
木
南
・
向
小
金

・
東
・
長
崎
小
学
校
区
内

の
小
学
生
／　

人
（
多
数

２０

抽
選
）
▽
参
加
費
＝
２
０

０
円
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ

キ
（
１
枚
で
１
人
※
兄
弟

は
可
）に
住
所
、氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
小

学
校
名
、
学
年
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

１５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
生
涯
学

習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

�
　

★
市
内
小
・
中
学
校
図

画
・
習
字
・
読
書
感
想
文

作
品
展

　

▽
期
間
＝　

月　

日
�

１１

１８

〜　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

１９
〜　

時
▽
場
所
＝
南
流
山

１６
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料
＝
無

料
　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

�
　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�

１１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
中

１５

１６

央
図
書
館
▽
内
容
＝
た
の

し
い
さ
か
な
つ
り
▽
出
演

＝
人
形
劇
団
レ
イ
ン
ボ
ー

▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
介
護

認
定
訪
問
調
査
員
）
の
募

集
　

▽
勤
務
内
容
＝
介
護
認

定
に
係
る
申
請
者
へ
の
訪

問
調
査
▽
応
募
資
格
＝
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
資
格

を
有
し
、
都
道
府
県
ま
た

は
指
定
都
市
が
実
施
す
る

認
定
調
査
に
関
す
る
研
修

を
修
了
し
た
方
※
要
普
通

自
動
車
免
許
▽
募
集
人
員

＝
若
干
名
▽
勤
務
期
間
＝

　

月
〜
平
成　

年
３
月　

１１

１９

３１

日
▽
勤
務
日
／
時
間
＝
①

展　
　

示

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

１
カ
月
②
１
カ
月
当
た
り

　

日
以
内
※
土
・
日
曜
、

１４祝
日
を
除
く
／
９
時
〜　
１７

時
▽
時
間
給
＝
１
２
０
０

円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
方
法
＝
履
歴
書
お

よ
び
資
格
書
の
写
し
を
高

齢
者
支
援
課
へ
持
参
（
土

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
選
考
方
法
＝
書
類
審
査

の
上
、
面
接

　

□問
 

高
齢
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
０

　

★
市
臨
時
職
員
の
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
税
の
確

定
申
告
に
関
す
る
計
算
等

の
一
般
事
務
▽
応
募
資
格

＝　

歳
〜　

歳
位
の
方
▽

１８

５０

募
集
人
員
＝　

人
程
度
▽

１５

勤
務
場
所
／
勤
務
期
間
＝

①
市
役
所
／
平
成　

年
１

１９

月
中
旬
〜
３
月
末
、
１
月

下
旬
〜
５
月
中
旬
、
２
月

中
旬
〜
３
月
末
②
松
戸
税

務
署
／
２
月
中
旬
〜
３
月

末
※
い
ず
れ
も
月
〜
金
曜

の
毎
日
（
①
の
４
・
５
月

は
１
カ
月
当
た
り　

日
以

１４

内
）
▽
勤
務
時
間
＝
９
時

〜　

時
▽
時
間
給
＝
７
７

１７
０
円（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
方
法
＝　

月　

日

１１

１５

ま
で
に
履
歴
書
を
人
事
課

へ
持
参
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）
ま
た
は
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
人
事
課
へ
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
▽
選
考
方

法
＝
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
※
結
果
は
年
内
に
通
知

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

�
　

★
景
観
計
画
策
定
委
員

会
　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１１

　

時
〜
▽
場
所
＝
生
涯
学

１４習
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
市

景
観
計
画
に
つ
い
て

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１３

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
①
流
山
都
市
計

画
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
の
変
更
に
つ
い
て
②
流

山
都
市
計
画
区
域
区
分
の

変
更
に
つ
い
て
③
流
山
都

市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

に
つ
い
て
④
流
山
都
市
計

画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域

の
指
定
の
な
い
区
域
内
に

お
け
る
容
積
率
、
建
ぺ
い

率
及
び
建
築
物
の
各
部
分

の
高
さ
の
制
限
を
定
め
る

区
域
並
び
に
こ
れ
ら
数
値

の
指
定
に
つ
い
て
※
い
ず

れ
も
千
葉
県
決
定
▽
傍
聴

席
＝　

席
（
多
数
抽
選
）

２０

※
傍
聴
の
受
け
付
け
は
当

日　

時　

分
か
ら
行
い
ま

１３

４５

す
。
な
お
、
同
審
議
会
が

施
策
会
議　
傍聴可

当
日
非
公
開
と
決
定
し
た

議
案
に
つ
い
て
は
傍
聴
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
図
書
館
協
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１６

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
中

１３

３０

央
図
書
館
▽
内
容
＝
①
平

成　

年
度
運
営
方
針
案
に

１９
つ
い
て
②
平
成　

年
度
事

１９

業
案
に
つ
い
て
③
「（
仮

称
）
本
を
読
も
う
・
流
山

の
会
」
の
設
立
に
つ
い
て

ほ
か

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
流
山
都
市
計
画
下
水

道
の
案
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝

　

月　

日
�
〜　

日
�

１１

１０

２４

（
土
・
日
曜
、祝
日
を
除
く
）

／
９
時
〜　

時
▽
場
所
＝

１７

市
下
水
道
建
設
課
お
よ
び

県
下
水
道
課
▽
内
容
＝
江

戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
野

田
幹
線
の
一
部
変
更
の
縦

覧
▽
意
見
書
の
提
出
＝
市

内
の
住
民
お
よ
び
利
害
関

係
者
で
案
に
意
見
の
あ
る

方
は　

月　

日
ま
で
に
千

１１

２４

葉
県
知
事
に
意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
（
郵
送
の
場

合
は
当
日
消
印
有
効
）
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

市
下
水
道
建
設
課
�

７
１
５
０
―
６
０
９
７
／

県
下
水
道
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―
３
３
５
５

縦　

覧
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平成１８年１１月１日（水曜日）　　　（　）８第１１２５号

日　程・催し物会　場
１１日�　卓球教室
１８日�　チャレンジ大会

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

１１日�　みんなで作ろう楽しい工作
１３日�～１８日�　クリスマスの飾りづくり

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

２５日�　秋の自然とやきいも
２７日�～３０日�　クリスマスの飾りづくり

思井児童センター
�７１５９－５６６６

１０日�　ドッジボール大会
１３日�～１８日�　クリスマスの飾りづくり

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

１８日�　ドッジボール大会
２５日�　クリスマスの飾りづくり

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

２４日�　歯についてのお話（幼児とお母さん）
２５日�　ドッジボール大会

野々下児童センター
�７１４５－９５００

１８日�　ドッジボール大会
２１日�～３０日�　クリスマスの飾りづくり

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１０日�　もちつき会
１５日�　青空集会（南流山３号公園）
　　　　　　　　※雨天中止　

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター１１月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

　

手
足
が
突
然
動
か
な
く

な
り
、
言
葉
が
出
な
く
な

る
状
態
は
、
脳
卒
中
と
言

う
脳
の
血
管
の
病
気
で
す
。

脳
の
血
管
が
切
れ
て
脳
出

血
に
な
り
、
詰
ま
る
と
脳

梗
塞
に
な
り
、
物
忘
れ
や

言
語
障
害
、
運
動
麻
痺
を

生
じ
て
寝
た
き
り
に
な
り

ま
す
。
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・

く
も
膜
下
出
血
な
ど
を
脳

卒
中
と
呼
び
、
昔
は
成
人

病
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
生
活
習
慣
病
と
さ

れ
、生
活
習
慣
を
変
え
て
、

予
防
が
で
き
ま
す
。

　

脳
卒
中
を
起
こ
し
や
す

く
す
る
要
因
が
い
く
つ
か

確
認
さ
れ
、
危
険
因
子
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
危
険
因
子
は
高
血 

圧
、糖
尿
病
、肥
満
、高
脂

血
症
で
、
４
つ
揃
う
と
死

の
四
重
奏
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
と
呼
ば
れ
、
動

脈
硬
化
性
疾
患
（
心
臓
病

や
脳
卒
中
）
に
な
る
比
率

が　

倍
以
上
に
な
り
ま 

３０
す
。

　

喫
煙
・
運
動
不
足
・
過
度

の
飲
酒
も
危
険
因
子
で
あ

り
、
禁
煙
・
運
動
・
節
酒
に

よ
っ
て
、
脳
卒
中
に
な
る

確
率
を
減
ら
せ
ま
す
。
ま

た
脳
卒
中
に
な
る
前
の
段

階
の
隠
れ
脳
梗
塞
を
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
発
見
で
き
ま

す
。
隠
れ
脳
梗
塞
が
存
在

す
る
と
、
脳
卒
中
発
症
率

は　

倍
を
超
え
ま
す
。
発

１０
症
し
た
脳
卒
中
の　

％
は

２０

脳
出
血
で
す
の
で
、
ア
ス

ピ
リ
ン
な
ど
の
抗
血
小
板

薬
に
よ
る
予
防
は
、
必
ず

し
も
適
切
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

　

頚
動
脈
を
超
音
波
で
調

べ
る
と
、
動
脈
硬
化
が
判

定
で
き
ま
す
。
血
管
の
内

膜
と
中
膜
の
厚
さ
が
１
・

０
�
を
超
え
る
と
脳
卒
中

発
症
率
が
２
倍
に
な
り
、

内
膜
の
一
部
分
が
盛
り
上

が
る
プ
ラ
ー
ク
が
で
き
る

と
４
倍
に
な
り
ま
す
。
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
頚
動
脈
エ
コ

ー
検
査
に
よ
り
、
脳
卒
中

の
危
険
率
を
類
推
で
き
ま

す
。

　

ま
た
不
幸
に
し
て
脳
卒

中
に
な
っ
て
も
、
発
症
後

に
神
経
専
門
医
に
治
療
し

て
も
ら
う
と
、
半
年
後
の

死
亡
率
が
有
意
に
低
下
し

ま
す
。
ご
心
配
の
方
は
、

お
近
く
の
神
経
専
門
医 

（
脳
神
経
外
科
も
し
く
は

神
経
内
科
）
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

文
／
小
野
伸
夫

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純純
男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

後
藤
純
男
展
を
開
催

８
日
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

市市市市市市市市市市市市市市市市制制制制制制制制制制制制制制制制４４４４４４４４４４４４４４４４００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念市制４０周年記念

医療の現場から
Vol.２２

　脳卒中の危険因子
について

流山市医師会ホームページアドレス
http://www.evnet.ne.jp/med.nagareyama/

　秋の 談  山 神社・
たん ざん

 多武峰 
とうのみね

�
　

★
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む

絵
本
の
紹
介

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１６

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１１

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
１
歳
半
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦
／

　

組
（
先
着
順
）
▽
参
加

１５費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

　

月
１
日
９
時
か
ら
電
話

１１で
中
央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
ま
で
歩
こ
う
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１２

８
時　

分
〜
※
雨
天
中
止

１５

▽
集
合
場
所
／
受
付
時
間

＝
東
小
学
校
／
８
時
〜
８

時　

時
▽
内
容
＝
東
小
学

１５
校
〜
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〜
江
戸
川
堤
〜
ク
リ
ー
ン

そ
の
他

セ
ン
タ
ー
（
約
８
㎞
）
※

現
地
解
散
▽
参
加
費
＝
無

料
（
帰
り
の
交
通
費
自
己

負
担
）▽
持
ち
物
＝
水
筒
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
入
浴
希

望
者
は
２
０
０
円
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場

所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
流
山
市
ス
ポ
レ
ク
祭

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２５

　

時　

分
〜
（
受
け
付
け

１３

３０

は　

時　

分
〜　

時
）
▽

１２

３０

１３

場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
＝
中
学
生
以
上
の

方（
１
チ
ー
ム
４
〜
６
人
）

▽
ク
ラ
ス
／
定
員
＝
①
女

子
の
部
／　

チ
ー
ム
②
男

４８

子
お
よ
び
混
合
の
部
／　
１６

チ
ー
ム
※
い
ず
れ
も
先
着

順
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝　

月
１
日
８
時

１１

　

分
か
ら
電
話
で
生
涯
学

３０習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
一
茶
双
樹
記
念
館

「
師
走
の
茶
会
」（
流
山
市

茶
道
親
和
会
共
催
）

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
一

１０

１５

茶
双
樹
記
念
館
▽
参
加
費

＝
２
０
０
０
円
（
表
千
家

・
裏
千
家
の
２
席
）
※
生

涯
学
習
課
、
一
茶
双
樹
記

念
館
で
事
前
に
お
茶
券
を

販
売
し
ま
す

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
歯
周
疾
患
検
診

　

▽
対
象
＝　

歳
以
上
の

４０

市
民
お
よ
び
妊
婦
▽
内
容

＝
口
腔
内
診
査（
歯
周
病
、

む
し
歯
等
の
検
査
）
▽
費

用
＝
３
５
０
円
（
老
人
医

療
等
の
方
は
無
料
）
▽
持

ち
物
＝
住
所
、
年
齢
が
確

認
で
き
る
も
の
（
妊
婦
は

母
子
手
帳
、
受
診
券
）
▽

申
し
込
み
＝
直
接
指
定
医

療
機
関
に
予
約
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

足
も
み
健
康
法
（
全
４

回
）（
指
定
管
理
者
主
催
）

　

▽
期
日
＝　

月
２
日
�

１１

・
９
日
�
・　

日
�
・　

１６

３０

日
�
▽
時
間
＝
９
時　

分
３０

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
生

１０

３０

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
定
員

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
参

２５
加
費
＝
２
０
０
０
円
▽
申

し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

　

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
祭

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１８

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

１５

１４

３０

場
所
＝
県
立
養
護
学
校
流

山
高
等
学
園
▽
内
容
＝
同

学
園
生
徒
に
よ
る
製
品
・

生
産
物
の
展
示
や
販
売
、

制
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
▽
入
場

料
＝
無
料

　

□問
 

県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

　

こ
と
ば
の「
ひ
び
き
」を

楽
し
も
う
！（
流
山
市
子 

ど
も
読
書
推
進
の
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
▽
定
員
＝
３
０
０
人（
先

着
順
）
▽
内
容
＝
小
・
中

学
生
に
よ
る
音
読
、
読
み

聞
か
せ
団
体
等
に
よ
る
朗

読
、
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

郷
土
の
日
本
画
家
・
後

藤
純
男
画
伯
の
作
品
展
覧

会
が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

後
藤
画
伯
は
、
現
在
の

野
田
市
関
宿
に
生
ま
れ
、

江
戸
川
近
郊
で
育
ち
、
昭

和　

年
か
ら
本
市
江
戸
川

３７
台
に
在
住
す
る
日
本
画
壇

の
重
鎮
の
ひ
と
り
で
す
。

　

今
回
は
、
市
制
施
行　
４０

周
年
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
開
館
を
記
念
し
て
、

「
秋
の
談
山
神
社
・
多
武

峰
」
や
「
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
」
な
ど
の
大
作
を
中

心
に　

点
を
展
示
す
る
本

３０

格
的
な
展
覧
会
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
間
＝　

月
８
日
�

１１

〜　

月　

日
�
※　

月　

１２

１０

１１

１５

日
�
は
休
館
▽
時
間
＝
９

時
〜　

時
▽
場
所
＝
生
涯

２１

学
習
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料

＝
無
料

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

千千千千千千千千千千千千千千千千葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉県県県県県県県県県県県県県県県県生生生生生生生生生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校のののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集千葉県生涯大学校の学生募集
　▽募集資格＝県内在住の昭和２２年４月１日以前生まれの方▽
募集課程／定員／授業料＝別表のとおり▽入学案内の配布場所
＝市高齢者支援課、生涯大学校各学園、県民センターなど▽願
書の受付＝１１月１０日�から１２月２８日�（消印有効）までに〒２６０
－０８０１千葉市中央区仁戸名町６６６－２千葉県生涯大学校事務局
へ郵送※詳細は問い合わせを
　□問 千葉県生涯大学校事務局�０４３－２６６－４７０５

授業料（年額）定　員募集課程

１８,０００円１,４３５人一般課程（福祉科、生活科、園芸科、陶芸科）

４,０００円５００人通信課程（福祉生活科）

８,０００円７１５人専攻課程（社会専攻科、園芸専攻科、陶芸専攻科）

※専攻課程は、一般課程の卒業者のみ
※授業料のほか教材費等自己負担あり

����������������������������
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����������������������������

乳幼児を持つ方の交流の場（乳幼児を持つ方の交流の場（１１月）１１月） 

【子育てサロン】　▽期日／内容＝①１０日�／絵の具
であそぼう※手拭き持参、汚れてもよい服装で②１７
日�／お抹茶をいただきましょう（先着１５組）③２４日
�／わらべうたであそぼうよ▽時間＝１０時３０分～１２
時▽場所＝文化会館※参加費無料、申し込み不要 
（②は２００円、要電話予約）
【中央ひだまりサロン】　▽期日＝７日・１４日・２１日・２８
日の火曜▽時間＝１０時３０分～１２時▽場所＝文化会館
▽内容＝保育ボランティア「ひだまり」メンバーとの
遊びやおしゃべりなど※参加費無料、申し込み不要
【南流山ひだまりサロン】　▽日時＝１６日�１０時３０分
～１２時▽場所＝南流山福祉会館▽内容＝「中央ひだま
りサロン」と同じ※参加費無料、申し込み不要
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

市民ギャラリーの展示　
【四季の花々展　１１／６�～１１／１０�】

「菊日和」をテーマに、流山市文化協会華道部の
作品を展示します。
　　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

年末年始は家族そろって「相馬ユートピア」へ
　夏とは一味違う相馬を体験してみませんか。
　食材の宝庫である相馬では、冬には「あんこう」や「松葉
がに」が有名。また、白鳥飛来地として有名な「手の沢池」
は相馬ユートピアから車で約１０分です。家族そろって「相
馬ユートピア」でリフレッシュしませんか。
　年末年始の相馬ユートピアの空き室状況は別表のとお
りです。
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６
年末年始の予約状況　　　　　（１０月２７日現在）

１／３１／２１／１１２／３１１２／３０
○△△×○

○…空き室あり　△…空き室若干あり　×…満室
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